
学
生
投
稿
論
説

〈
国
民
史
〉
を
適
切
に
〈
他
者
〉
へ
登
記
す
る
こ
と

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
が
米
合
衆
国
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
入
植
三
百
周
年
記
念
祭
」

へ
招
待
さ
れ
る
過
程
の
意
味
に
つ
い
て

鈴
木
俊
弘

1
　
待
ち
こ
が
れ
た
祝
典

　
一
六
三
八
年
、
バ
ル
ト
海
か
ら
北
海
沿
岸
ま
で
の
び
る
巨
大
帝
国
を
形

成
し
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
特
許
状
を
付
与
し
た
西
イ
ン
ド
会
社
の

主
導
で
北
米
大
陸
植
民
地
事
業
を
開
始
し
た
。
の
ち
に
オ
ラ
ン
ダ
出
監
、

続
い
て
英
国
の
支
配
下
に
入
り
「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
と
総
称
さ
れ

た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
三
州
の
基
礎
を
築
い
た
入
植
活
動
を
讃
え
る
「
三

百
周
年
記
念
」
の
祝
祭
は
、
一
九
三
八
年
号
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
と
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
共
和
国
か
ら
国
賓
を
迎
え
る
連
邦
議
会
の
議
決
に
則
っ
て
、
米
国

は
じ
め
て
の
連
邦
政
府
主
催
に
よ
る
「
東
海
岸
入
植
三
百
周
年
記
念
祭
」

と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
　
一
九
三
八
年
六
月
二
九
日
、
前
日
ま
で
デ
ラ
ウ
ェ

ア
州
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
で
米
大
統
領
F
・
D
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
が
ホ
ス

ト
役
を
務
め
た
主
式
典
に
引
き
続
い
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
対
岸
の
小
都
市

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
、
三
千
人
以
上
の
〈
ア
メ
リ
カ

の
フ
ィ
ン
人
〉
（
㌧
r
5
P
①
同
一
評
僧
P
　
　
ω
口
O
団
P
鋤
一
登
。
一
ω
①
け
）
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
に

定
住
し
た
フ
ィ
ン
系
移
民
た
ち
と
共
和
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
来
訪
し
た

フ
ィ
ン
人
が
参
列
す
る
大
規
模
な
入
植
記
念
式
典
が
開
か
れ
て
い
た
。
片

田
舎
チ
ェ
ス
タ
ー
は
、
か
れ
ら
フ
ィ
ン
人
た
ち
に
と
っ
て
式
典
会
場
以
上

の
意
味
を
も
つ
非
常
に
神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
土
地
が
一

七
世
紀
か
ら
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
な

事
実
が
突
如
と
し
て
「
発
見
さ
れ
た
」
か
ら
で
あ
る
。
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ

と

紋け蛋
へ諭㈹

に切適
を

知
覧個
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ア
の
辺
鄙
に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
土
地
を
記
念
す
る
た
め
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
共
和
国
外
務
大
臣
ル
ド
ル
フ
・
ホ
ル
ス
テ
ィ
は
、
二
日
前
に
ロ

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
に
黄
金
の
記
念
メ
ダ
ル
を
手
渡
し
、
雨
降
り
の
な
か
を
高

ら
か
に
演
説
し
て
い
た
。

一
七
世
紀
の
地
図
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
も
っ
と
も
古
い
時
代
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
が
こ
の
大
陸
に
や
っ
て
き
て
か
ら
一
世
代
も
経
て
い

な
い
時
期
の
地
名
の
な
か
に
フ
ィ
ン
語
の
そ
れ
を
み
て
と
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
三
百
年
ほ
ど
前
の
地
図
に
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
称
を

お
認
め
に
な
る
で
し
ょ
う
。
わ
た
し
た
ち
は
、
い
に
し
え
の
開
拓
者
た

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ち
が
そ
の
心
に
自
ら
の
祖
国
を
追
憶
す
る
精
神
を
も
っ
て
い
た
の
だ
と

い
う
こ
と
に
身
も
震
わ
ん
ば
か
り
の
気
持
ち
を
抱
き
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
心
に
お
留
め
お
き
願
い
た
い
の
で
す
が
、
私
た
ち
フ
ィ
ン
人
の
心
に
、

同
じ
追
憶
の
精
神
が
い
ま
も
生
き
て
い
て
、
数
百
年
の
時
を
経
て
も
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
あ
な
た
を
大
統
領
に
い
だ
く
人
々
へ
の
思
慕
の
情

を
暖
め
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
（
↓
。
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
と
は
い
え
舞
台
裏
を
明
か
せ
ば
、
こ
の
一
九
三
八
年
の
祝
祭
以
前
に
刊

行
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
関
係
の
歴
史
書
や
研
究
書
、
あ
る
い
は

フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
類
に
い
た
る
ま
で
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
地
名
に

つ
い
て
語
る
も
の
は
一
切
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。
（
文
字
通
り
の
例
外
と

し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
の
歴
史
家
で
、
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
植
民
地
史
最
大
の
権
威
ア
マ
ン
ド
ゥ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
一
九
＝

年
と
一
九
二
五
年
の
著
作
の
な
か
で
す
で
に
、
本
文
で
は
な
く
付
録
の
概

略
地
図
上
に
お
お
ざ
っ
ぱ
な
表
記
を
出
典
な
し
に
示
し
て
は
い
た
の
だ

が
。
）

　
つ
ま
り
、
こ
の
一
九
三
八
年
の
祝
祭
は
、
言
祝
ぐ
べ
き
「
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
」
と
い
う
対
象
が
確
か
に
〈
ア
メ
リ
カ
の
地
〉
に
あ
っ
た
と
い
う
「
客

観
的
な
史
実
」
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
日
の
た
め
に
周
到
に
用
意
さ
れ
た
「
既

成
の
事
実
」
す
ら
存
在
し
な
い
状
態
で
敢
行
さ
れ
た
奇
異
な
イ
ベ
ン
ト
だ

っ
た
の
だ
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
事
情
は
、
〈
国
民
史
〉
と
い
う
親
密
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

の
普
遍
的
性
格
を
探
る
う
え
で
極
上
の
手
引
き
に
な
っ
て
く
れ
よ
う
。
六

月
二
九
日
の
大
群
衆
の
姿
は
、
あ
る
種
の
根
源
的
な
無
関
知
こ
そ
、
わ
れ

わ
れ
が
歴
史
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
の
実
定
条
件
に
他
な
ら
な
い
と
雄
弁

に
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
〈
国
民
史
〉
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
個
別
の

史
実
や
既
成
事
実
の
紙
束
と
そ
こ
に
大
伽
藍
を
見
い
だ
す
信
奉
者
を
交
互

　
　
　
　
　
　
ブ
イ
ク
シ
ヨ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
イ
ク
シ
ヨ
ン

に
積
み
重
ね
た
虚
構
な
ど
で
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
創
作
物
が
現
実
の

経
験
を
構
成
す
る
場
と
人
び
と
の
受
容
に
は
、
実
の
と
こ
ろ
「
客
観
的
な

史
実
」
も
「
既
成
の
事
実
」
も
ま
る
で
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

2
　
舞
台
裏
の
事
情
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そ
の
よ
う
な
空
虚
な
内
実
を
華
や
か
な
歴
史
の
祝
賀
イ
ベ
ン
ト
に
置
き

換
え
、
三
千
人
以
上
の
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
と
共
和
国
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
フ
ィ
ン
人
を
片
田
舎
の
公
園
に
集
わ
せ
る
魔
法
を
か
け
た
の
は
、

た
っ
た
ひ
と
り
の
く
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
V
だ
っ
た
一
そ
の
男
、
エ

ミ
ル
・
E
・
フ
ル
ヤ
は
、
ア
メ
リ
カ
史
上
は
じ
め
て
選
挙
戦
に
統
計
処
理

に
よ
る
票
読
み
の
技
法
を
持
ち
込
み
、
F
・
D
・
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
大

統
領
選
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
て
「
ワ
シ
ン
ト
ン
の
魔
術
師
」
と
称
さ
れ

た
人
物
で
あ
る
（
2
）
。
ミ
シ
ガ
ン
州
ク
リ
ス
タ
ル
フ
ォ
ー
ル
の
フ
ィ
ン
系
移

民
二
世
と
し
て
生
ま
れ
た
フ
ル
ヤ
は
、
大
学
卒
業
後
、
ア
ラ
ス
カ
の
金
鉱

採
掘
に
従
事
し
、
の
ち
に
新
聞
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
ウ
ォ
ー
ル
街
で
金
融

ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
経
歴
を
積
む
。
「
九
三
二
年
か
ら
民
主
党
全
国
委
員

の
専
務
理
事
に
就
任
す
る
と
、
す
ぐ
さ
ま
選
挙
戦
略
に
世
論
調
査
の
統
計

処
理
技
法
を
導
入
し
た
。
そ
の
効
果
は
驚
異
的
で
、
一
九
三
二
年
の
大
統

領
選
で
フ
ル
ヤ
の
示
し
た
全
米
各
地
の
投
票
予
想
は
じ
つ
に
九
七
％
の
正

答
率
を
誇
り
、
当
時
の
選
挙
管
理
運
営
を
一
変
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

フ
ル
ヤ
が
行
っ
た
選
挙
戦
の
現
代
化
に
よ
っ
て
、
民
主
党
は
当
落
線
上
の

立
候
補
者
が
い
る
地
域
を
的
確
に
割
り
出
し
、
選
挙
運
動
の
重
点
化
を
指

示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
（
3
）
。

　
こ
の
魔
術
師
エ
ミ
ル
・
E
・
フ
ル
ヤ
は
、
チ
ェ
ス
タ
ー
祝
祭
の
四
年
前
、

一
九
三
三
年
の
十
一
月
ご
ろ
よ
り
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
歴
史
協
会
、

連
邦
議
会
図
書
館
な
ど
米
植
民
地
期
史
料
を
所
蔵
す
る
緒
組
織
に
、
二

七
世
紀
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
』
と
い
う
地
名
が
探
し

出
せ
る
か
し
と
の
史
料
照
会
の
依
頼
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
同
年
十

二
月
十
三
日
、
連
邦
議
会
図
書
館
の
地
誌
部
部
長
か
ら
、
ト
マ
ス
・
カ
ン

パ
ニ
ウ
ス
・
ホ
ル
ム
の
『
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
地
域
に
つ
い
て
の
小
記

述
』
に
、
〈
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
〉
の
記
載
が
あ
る
と
の
通
知
を
受
け
た
。

シ
ャ
マ
シ
ュ
ン
グ
、
ま
た
の
名
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
こ
の
土
地
に
は
フ

ィ
ン
人
が
住
ん
で
お
り
、
堅
牢
な
住
居
を
こ
し
ら
え
て
い
る
が
、
要
塞

で
は
な
い
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ー
ナ
要
塞
か
ら
水
上
を
東
へ
二
独
哩
進
み
、

そ
の
の
ち
陸
路
で
二
瑞
典
長
哩
を
歩
む
（
4
）
。

　
フ
ル
ヤ
は
同
部
署
か
ら
一
八
世
紀
初
頭
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
図
製

作
商
ニ
コ
ラ
ス
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ
ル
が
製
作
し
た
『
ノ
ゥ
ア
・
ス
ウ
ェ
キ
エ

地
理
図
』
を
借
り
う
け
、
ア
メ
リ
カ
式
マ
イ
ル
、
ド
イ
ツ
式
マ
イ
ル
、
古

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
マ
イ
ル
そ
れ
ぞ
れ
の
値
換
算
表
を
書
き
付
け
た
メ
モ
用

紙
を
ス
ケ
ー
ル
代
わ
り
に
し
な
が
ら
、
自
分
の
手
で
古
文
書
の
記
述
を
地

図
上
に
追
跡
し
て
い
っ
た
。
数
ヶ
月
調
査
を
つ
づ
け
た
結
果
、
フ
ル
ヤ
は
、

〈
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
〉
と
い
う
地
名
が
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ァ
州
チ
ェ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

市
の
郊
外
に
位
置
す
る
だ
ろ
う
と
強
く
推
測
し
た
。
す
ぐ
さ
ま
チ
ェ
ス
タ

ー
市
の
土
木
部
に
調
査
を
依
頼
し
、
自
身
も
足
を
運
ん
だ
結
果
、
「
九
三

四
年
の
夏
ご
ろ
、
〈
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
〉
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
が
、
ク
ロ

と

観産痛
へ翰龍

に切適
を

知
民個
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ー
ザ
ー
公
園
の
周
辺
に
該
当
す
る
こ
と
を
確
信
し
、
た
っ
た
ひ
と
つ
の
資

料
の
、
わ
ず
か
三
文
の
走
り
書
き
か
ら
「
発
見
し
た
」
の
だ
っ
た
（
5
）
。
た

だ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
発
見
に
括
弧
を
付
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

文
献
学
者
、
系
譜
学
者
の
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ラ
イ
グ
は
、
　
一
六
九
三
年
に
ニ

ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
で
お
こ
な
わ
れ
た
各
種
統
計
史
料
を
読
み
と

く
に
あ
た
っ
て
、
一
七
世
紀
の
語
用
法
が
い
か
に
現
代
の
そ
れ
と
異
な
る

の
か
を
次
の
よ
う
に
力
説
し
て
い
る
。

一
七
世
紀
を
通
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
に
自
治
的

に
統
合
さ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
「
ス
ウ
ェ
ー
ド
入
」
と
い

う
言
葉
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
出
身
の
人
間
も
し
く
は
第
一
言
語
を
フ
ィ

ン
語
と
す
る
人
間
ま
で
も
含
む
の
で
あ
る
。
「
フ
ィ
ン
人
」
と
い
う
言

葉
は
、
｝
七
世
紀
で
使
わ
れ
た
と
き
に
は
、
第
一
言
語
が
フ
ィ
ン
語
の

人
間
と
い
う
意
味
に
限
ら
れ
た
。
事
実
に
則
し
た
側
面
か
ら
い
う
と
、

．
デ
ラ
ウ
ェ
ア
に
や
っ
て
き
た
す
べ
て
の
「
フ
ィ
ン
人
」
は
、
現
在
の
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
あ
る
複
数
の
地
域
（
基
本
的
に
は
ヴ
ァ
ル
ム
ラ
ン
ド
）

出
身
で
あ
り
、
す
べ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
風
の
名
前
を
も
っ
て
い
た
。
反

対
に
現
在
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
や
っ
て
き
て
い
た
植
民
者
た
ち
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
を
話
し
、
フ
ィ
ン
人
と
は
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

（
6
）
o

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
発
見
」
の
裏
事
情
な
ど
、
当
時
の
フ
ィ
ン
人
た

ち
に
と
っ
て
ま
る
で
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
委
員
長
で
あ
り
、
チ
ェ
ス
タ
ー
市

式
典
執
行
委
員
長
で
も
あ
っ
た
、
エ
ー
ロ
・
イ
ェ
ル
フ
は
、
〈
ア
メ
リ
カ

の
フ
ィ
ン
人
〉
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
券
英
二

言
語
新
聞
『
開
拓
者
』
紙
上
に
て
、
こ
の
式
典
に
臨
む
感
無
量
の
心
持
ち

を
存
分
に
表
現
す
る
。
「
チ
ェ
ス
タ
ー
市
の
ク
ロ
ー
ザ
ー
公
園
で
行
わ
れ

る
ア
メ
リ
カ
大
陸
最
初
の
フ
ィ
ン
人
の
永
住
入
植
三
百
周
年
の
記
念
式
典
。

わ
れ
わ
れ
の
人
生
に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
甘
美
で
こ
れ
ほ
ど
高
潔
な
記
憶

を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
地
は
、

意
義
深
く
も
、
い
ま
だ
『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
』
の
名
を
冠
し
て
い
る
の
で

す
（
7
）
」
Q

「
フ
ィ
ン
人
の
土
地
」
と
い
う
意
味
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
言
葉

は
、
主
体
的
立
場
に
あ
る
は
ず
の
く
フ
ィ
ン
人
〉
、
す
な
わ
ち
現
実
的
な

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
し
て
の
フ
ィ
ン
人
、
つ
ま
り
「
ス
オ
ミ
人
」
の
も
の
で

は
な
く
、
じ
つ
は
八
百
年
も
の
あ
い
だ
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
V
の
地
勢
を
物

理
的
・
文
化
的
に
支
配
し
て
き
た
歴
代
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
朝
と
ス
ウ
ェ
ー

ド
語
の
所
産
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
オ
ミ
人
は
〈
国
民
史
〉
の
正
統
性
を

保
つ
必
要
が
あ
る
た
め
に
、
本
来
「
フ
ィ
ン
人
の
土
地
」
と
い
う
呼
称
に

あ
て
ら
れ
る
べ
き
「
ス
オ
ミ
」
に
訂
正
は
せ
ず
、
あ
え
て
「
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
」
を
使
用
し
続
け
た
。
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
近
代
彫
刻
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
イ
ノ
・
ア
；
ル

ト
ネ
ン
の
手
に
よ
る
チ
ェ
ス
タ
ー
祝
祭
の
記
念
碑
に
は
、
，
乞
》
H
い
い
〉

勺
諺
H
図
○
胃
4
　
0
ぴ
H
　
男
H
Z
ピ
＞
Z
U
　
乞
H
］
≦
H
国
Z
　
ご
q
U
H
Q
Q
＞
ω
d
↓
¢
G
o
＼

↓
〉
ζ
〉
乞
　
］
≦
＞
Z
↓
国
力
国
国
乞
蓋
置
G
o
H
ζ
］
≦
＞
H
G
り
円
南
Z
　
ら
っ
d
O
］
≦
〉
い
＞
H
G
つ
－

¢
日
国
乞
＼
　
ω
H
↓
国
Z
　
内
○
↓
H
］
〈
【
〉
＞
H
4
Q
Q
済
　
］
≦
d
H
ω
↓
○
因
Q
o
H
　
Z
H
ζ
H
↓
↓
〉
‘

ζ
〉
乞
〉
（
此
処
二
国
Z
い
》
乞
U
ト
名
ヲ
負
ウ
入
殖
地
ア
リ
／
ス
オ
ミ
ノ

民
初
メ
テ
此
大
陸
二
渡
リ
／
此
処
二
故
国
ヲ
偲
ビ
テ
呼
ピ
タ
リ
）
．
．
と
彫

り
込
ま
れ
て
い
る
。
格
調
を
重
ん
じ
正
書
法
に
基
づ
い
た
変
音
記
号
の
す

べ
て
を
取
り
除
い
た
フ
ィ
ン
語
の
碑
文
に
、
国
＝
ピ
〉
乞
∪
と
い
う
言
葉

が
溶
け
こ
ま
な
い
よ
う
に
残
さ
れ
、
異
質
さ
を
逆
手
に
歴
史
感
を
醸
し
出

す
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
る
〔
8
）
。

　
も
と
も
と
発
音
体
系
に
「
F
」
と
い
う
音
節
を
も
た
な
い
ス
オ
ミ
語
を

用
い
る
〈
生
粋
の
〉
ス
オ
ミ
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と

い
う
言
葉
を
正
確
に
発
音
す
る
こ
と
す
ら
労
苦
を
伴
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

ス
ウ
ェ
ー
ド
語
や
英
語
の
知
識
に
よ
る
媒
介
的
な
発
話
を
経
由
す
る
こ
と

で
し
か
指
示
で
き
な
い
は
ず
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
称
の
土
地

を
記
念
す
る
く
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
V
、
つ
ま
り
「
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
ス
オ
ミ
人
」
た
ち
の
姿
が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
の
は
、
自
分
た
ち
の

所
有
す
る
歴
史
と
し
て
語
ら
れ
る
く
国
民
史
V
の
中
心
に
は
、
当
の
国
民

に
と
っ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
異
質
性
あ
る
い
は
〈
他
者
性
〉
が
存
し

て
お
り
、
む
し
ろ
こ
の
〈
他
者
性
〉
を
経
由
す
る
こ
と
で
し
か
自
国
民
史

を
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
な
の
で
あ
る
。

3
　
問
題
の
所
在

　
式
典
は
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
、
当
日
の
主
賓
で
あ
る
合
衆
国
連
邦
法
務

次
官
ロ
バ
ー
ト
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
大
聴
衆
を
ま
え
に
誇
ら
し
げ
に
演
壇
に

立
っ
た
。

三
世
紀
前
、
あ
な
た
が
た
の
国
か
ら
や
っ
て
き
た
者
た
ち
は
、
わ
れ
わ

れ
の
い
ま
立
っ
て
い
る
土
地
を
あ
が
め
、
か
れ
ら
の
祖
国
を
記
念
し
て

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と
い
う
名
を
付
け
ま
し
た
。
当
時
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
と
と
も
に
あ
っ
た
の
で
す
が
。
時
の
流
れ
は
、

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

か
れ
ら
の
な
し
た
事
績
の
ほ
と
ん
ど
を
押
し
流
し
、
こ
の
地
域
に
か
れ

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ら
が
与
え
た
名
前
も
ま
た
、
地
図
の
上
か
ら
消
し
去
ら
れ
て
し
ま
い
ま

ヘ
　
　
へ

し
た
。
植
民
者
た
ち
は
、
な
が
い
こ
と
固
有
の
民
族
と
し
て
の
自
覚
を

失
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
ア
メ
リ
カ
国
民
の
血
液
の
な
か
に
、
他
の
者
た
ち

と
と
も
に
と
け
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
血
の
な
か
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
貢
献
者
た
ち
の
血
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
は
世

界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
人
び
と
と
姻
戚
関
係
が
あ
る
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。
〔
…
…
〕
あ
な
た
方
の
国
か
ら
や
っ
て
き
た
者
た
ち
は
、
か
く

　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
て
単
「
の
、
他
に
比
す
る
も
の
な
き
国
民
へ
連
な
る
土
台
の
血
統
の

ひ
と
つ
と
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
人
々
は
あ
ま
り
に

と
こ
る

す記登へ

　
者他
く

に切適
を　

史民個
8
3
2



早
く
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
な
る
人
々
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
の
で
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

．
あ
な
た
方
の
出
身
地
の
程
度
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
均
質
で
は
あ
り
得
ま
せ

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ん
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
利
点
は
と
い
い
ま
す
と
、
わ
れ
わ
れ
が
今
日

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

手
に
し
た
も
の
が
、
多
く
の
国
々
か
ら
や
っ
て
き
た
者
た
ち
の
助
け
に

よ
っ
て
な
し
え
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
の
政
治
機
構
の

土
台
と
な
る
社
会
は
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
た
ち
が
、
モ
ザ
イ
ク
の
よ
う

．
に
集
ま
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
他
の
自
由
を
脅
か
す
ほ
ど

の
勢
力
を
も
つ
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
は
い
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
自
を

も
つ
こ
れ
ら
の
暉
々
は
、
こ
の
国
が
、
決
し
て
い
か
な
る
人
種
的
、
民

族
的
、
宗
教
的
、
も
し
く
は
政
治
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
抑
圧
し
た
り

は
し
な
い
と
い
う
、
堅
い
信
頼
と
不
屈
の
信
念
を
も
っ
て
、
ひ
と
つ
に

団
結
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
な
か
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
保
護
す

る
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
信
念
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
そ
の
も
の
の
特
筆
す

べ
き
気
質
と
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
宗
教
に
お
い
て
も
、
民

族
に
お
い
て
も
、
伝
統
に
お
い
て
も
、
利
益
に
お
い
て
も
、
思
想
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

い
て
も
け
っ
し
て
支
配
的
な
グ
ル
ー
プ
を
も
た
な
い
、
ひ
と
つ
の
国
民

な
の
で
す
（
9
）
。
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
演
説
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
人
々
よ
り
現
在
の
わ
れ
わ

れ
に
と
っ
て
心
に
し
み
る
内
容
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
こ
で
思
い
知
ら

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

さ
れ
る
の
は
、
こ
の
祝
祭
の
地
に
本
当
に
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
な
る
土
地

へ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
な
ど
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
問
題
の
焦
点
に
な
ら
な
い

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
演
台
か
ら
飛
ば
し

つ
づ
け
る
泡
沫
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
祝
辞
で
は
な
く
無
邪
気
な
「
北

米
共
和
国
の
建
国
精
神
」
の
神
話
（
0
1
）
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
当
時
の
社
会

現
実
を
あ
ま
り
に
無
視
し
て
い
る
点
で
純
粋
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
は
混
血
で
あ
る
が
、
「
混
血
の
混
血
」
た
る
事
実
は
断
固
と
し

て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
厳
密
な
意
味
で
の
人
種
混
濡
の
容
認
で
は

な
く
、
〈
血
統
V
と
い
う
純
粋
性
の
意
志
に
他
な
ら
な
い
。
ジ
ャ
ク
ソ
ン

の
言
葉
は
ア
ン
テ
ベ
ラ
ム
期
か
ら
世
紀
転
換
期
ま
で
米
国
史
に
吹
き
荒
れ

た
北
部
型
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ニ
ズ
ム
（
n
）
の
最
晩
年
変
形
種
で
あ
り
、
こ
の

時
代
に
は
す
で
に
凡
庸
な
紋
切
り
と
化
し
て
い
た
が
、
そ
の
陳
腐
さ
ゆ
え

に
そ
の
場
に
働
く
言
説
の
支
配
力
の
強
さ
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
る
の
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の

演
説
が
美
辞
麗
句
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
安
っ
ぽ
い
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
発
露
に
す
ぎ
な
い
も
の
の
、
ま
さ
に
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
こ
そ

辺
鄙
な
広
場
に
集
ま
っ
た
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
と
共
和
国
フ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ラ
ン
ド
の
代
表
団
が
欲
し
て
い
た
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
H
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
委
員

会
の
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
リ
は
こ
う
告
白
し
て
い
る
。
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わ
た
し
た
ち
フ
ィ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
〔
…
…
〕
こ
の
祝
祭
の

意
義
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
〔
…
…
〕
「
フ
ィ
ン
人
は
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ス
ウ
ェ
ー
ド
人
と
並
び
、
合
衆
国
起

源
十
三
州
の
成
立
に
貢
献
し
た
国
民
の
ひ
と
つ
な
の
だ
」
と
い
う
歴
史

的
事
実
が
公
式
に
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
〔
…
…
〕
祝
祭
に
お
い
て
フ

ィ
ン
系
ア
メ
リ
カ
ン
人
は
つ
ぎ
の
事
実
を
「
ア
メ
リ
カ
国
民
に
刻
み
つ

け
る
」
絶
好
の
機
会
を
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民

は
、
つ
い
最
近
合
衆
国
に
移
民
と
し
て
や
っ
て
き
た
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
血
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
も
っ
と
も
初
期
の
歴
史
か
ら
ア
メ
リ
カ

国
民
の
血
管
の
な
か
に
流
れ
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
事
実
を
（
E
）
。

　
共
和
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
二
十
年
ば
か
り
の
記
憶
し
か
持
ち
得
な

い
国
家
と
そ
の
国
民
の
〈
血
統
〉
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
〈
他
者
〉
の
凡

庸
な
北
部
型
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ニ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
経
由
す
る
こ

と
で
の
み
、
ひ
と
つ
の
明
白
な
国
民
史
の
語
り
の
形
式
を
手
に
入
れ
る
こ

と
に
成
功
す
る
。
こ
の
語
り
の
形
式
そ
の
も
の
を
守
る
た
め
に
は
、
積
極

的
に
で
も
、
消
極
的
に
で
も
、
そ
れ
を
支
え
る
安
手
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ご

と
支
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
外
相
ル
ド
ル
フ
．

ホ
ル
ス
テ
ィ
は
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
に
こ
う
返
答
す
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
三
百
年
前
に
苦
心
し
な
が
ら
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
の
河

岸
に
広
が
る
森
林
を
切
り
開
い
て
い
っ
た
フ
ィ
ン
人
の
農
民
た
ち
に
対

し
最
高
の
敬
意
を
も
っ
て
称
え
る
こ
と
を
忘
れ
は
し
ま
せ
ん
。
わ
た
し

た
ち
は
フ
ィ
ン
人
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
偉
大
な
民
主
主
義
の
市
民

た
ち
に
よ
っ
て
今
日
も
な
お
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
無
数
の
礎
石
の
ひ

と
つ
を
敷
き
詰
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
い
な
る
誇
り
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
と
社
会
生
活
の
要
石
で
あ
る

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
民
主
主
義
憲
法
は
、
二
十
年
前
に
独
立
し
た
わ
れ

わ
れ
の
共
和
国
に
新
し
い
民
主
的
な
憲
法
を
制
定
す
る
さ
い
、
わ
れ
わ

れ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ン
人
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
影
響
を
受
け
た

手
本
と
な
り
、
最
高
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
で
す
（
B
）
。

　
し
か
し
、
ほ
ん
の
二
十
年
前
に
独
立
し
た
ば
か
り
の
国
家
と
そ
の
国
民

の
「
血
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
も
っ
と
も
初
期
の
歴
史
か
ら
ア
メ
リ
カ
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

民
の
血
管
の
な
か
に
流
れ
て
い
る
」
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
歴
史
の
な
か

に
証
明
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
百
年
前
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王

国
に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
植
民
事
業
に
、
〈
フ
ィ
ン
人
V
、
〈
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
〉
的
な
要
素
を
い
か
に
分
離
し
て
措
定
し
、
フ
ィ
ン
人
み
ず
か
ら
の
視

点
で
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
の
物
語
を
再
構
成
す
る
の
か
と
い
う

努
力
は
、
　
一
九
一
七
年
に
独
立
を
果
た
し
た
ば
か
り
の
若
き
共
和
国
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
で
は
な
く
、
　
一
九
世
紀
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
民
し
て

い
っ
た
フ
ィ
ン
系
移
民
た
ち
、
つ
ま
り
〈
ア
メ
レ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
の
要

と
こ
る

す記登へ癖毛
に切適

を

動民個
8
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求
に
よ
っ
て
模
索
さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
や
は
り
舞
台
は
古
文
書
や

資
料
の
な
か
に
で
は
な
く
、
政
治
の
場
で
あ
り
、
し
か
も
「
ア
メ
リ
カ
民

主
主
義
」
の
最
高
機
関
で
あ
っ
た
。

4
　
政
治
運
動

く
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
V
と
し
て
、
も
っ
と
も
早
い
時
期
に
デ
ラ
ウ
ェ

ア
河
の
入
植
事
業
に
つ
い
て
の
著
作
を
残
し
て
い
る
の
は
、
一
八
九
一
年

に
ロ
シ
ア
帝
国
内
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
公
国
に
生
ま
れ
、
二
十
歳
で
ア
メ

リ
カ
へ
移
住
し
た
サ
ロ
モ
ン
・
イ
ル
モ
ネ
ン
で
あ
る
。
彼
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
主
に
移
民
問
題
を
取
り
扱
う
券
語
新
聞
『
移
民
』
や
出
版
物
の
編
集

者
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
の
ち
、
ミ
シ
ガ
ン
州
の
「
ス
オ
ミ
神
学
学

校
」
に
て
ル
タ
ー
派
神
学
を
学
ん
で
い
る
。
聖
職
者
の
資
格
を
取
得
し
て

か
ら
は
、
説
教
巡
回
お
よ
び
飲
酒
抑
制
運
動
に
力
を
注
ぐ
、
信
仰
心
篤
く

熱
心
な
指
導
者
と
し
て
、
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
V
た
ち
の
信
望
を
一

手
に
集
め
た
異
色
の
経
歴
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
（
4
工
）
。
イ
ル
モ
ネ
ン
が
ニ

ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
入
植
事
業
に
つ
い
て
記
し
た
『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

最
初
の
フ
ィ
ン
人
』
は
、
一
九
一
六
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
著
作

は
、
そ
の
内
容
の
大
部
分
を
、
す
で
に
先
行
出
版
さ
れ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ー

ド
系
ア
メ
リ
カ
人
の
研
究
書
、
と
く
に
ア
マ
ン
ド
ゥ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の

著
作
に
負
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
ル
モ
ネ
ン
は
こ
れ
以
後
、
フ
ィ
ン

語
に
て
デ
ラ
ウ
ェ
ア
植
民
地
に
関
す
る
著
作
を
精
力
的
に
出
版
し
、
〈
ア

メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
V
を
代
表
す
る
歴
史
家
と
し
て
の
名
声
ま
で
も
得
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
生
活
す
る
フ
ィ
ン
人
た
ち
の
起
源

を
探
り
、
か
れ
ら
の
祖
先
へ
至
る
系
譜
を
、
一
九
世
紀
半
ば
の
移
民
熱
の

時
代
で
は
な
く
、
ひ
と
飛
び
で
一
七
世
紀
の
植
民
地
時
代
の
さ
な
か
に
求

め
よ
う
と
す
る
数
々
の
著
作
は
、
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
イ
ル
モ
ネ
ン
の
も
と
に

集
っ
た
有
力
者
た
ち
は
独
自
の
歴
史
協
会
を
組
織
し
、
ス
ウ
ェ
ー
ド
系
ア

メ
リ
カ
人
と
同
様
に
フ
ィ
ン
人
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
上
陸
三
百
周
年
記
念
を

記
念
す
る
祝
祭
を
計
画
し
て
い
っ
た
。

　
一
九
三
六
年
六
月
五
日
、
第
七
四
期
米
連
邦
議
会
に
お
い
て
公
的
決
議

第
一
〇
二
号
「
ア
メ
リ
カ
A
ロ
衆
国
政
府
と
合
衆
国
国
民
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河

流
域
に
お
け
る
最
初
の
永
住
入
植
三
百
周
年
記
念
式
典
そ
の
他
に
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
政
府
及
び
そ
の
賓
客
の
参
加
を
招
待
す
る
決
議
案
」
（
下
院
合

同
決
議
第
四
九
九
号
）
が
採
択
さ
れ
た
（
5
工
）
。

こ
の
合
同
決
議
四
九
九
号
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
に
た
い
し
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
合
衆
国
国
民
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お
け

る
最
初
の
永
住
入
植
三
百
周
年
記
念
式
典
そ
の
他
に
お
い
て
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
政
府
及
び
そ
の
賓
客
の
参
加
を
招
待
す
る
よ
う
承
認
し
、
要
請

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
フ
ィ
ラ

8
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デ
ル
フ
ィ
ア
及
び
、
そ
の
他
の
珊
の
い
く
つ
か
の
地
に
お
い
て
、
一
九

三
八
年
中
に
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お
け
る
最
初
の
永
住
入
植
三
百
周

年
記
念
式
典
、
す
な
わ
ち
、
今
日
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ

ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
を
包
含
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ュ
ー
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
の
最
初
の
永
住
入
植
三
百
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
〔
…
…
〕

　
合
衆
国
議
会
上
院
及
び
下
院
は
、
当
合
同
決
議
に
よ
り
、
こ
の
行
為

を
な
す
に
適
切
で
あ
る
と
合
衆
国
大
統
領
が
意
向
す
る
時
期
に
、
合
衆

国
大
統
領
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
及
び
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
、
ペ
ン
シ

ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
開
催
さ
れ
る
ス
ウ
ェ
ー
ド

人
の
永
住
入
植
記
念
式
典
に
際
し
て
、
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
と
合
衆
国

大
統
領
が
認
め
る
賓
客
を
招
待
す
る
こ
と
を
承
認
し
、
要
請
す
る
。

　
カ
ー
ル
ロ
・
ク
ー
サ
モ
、
ジ
ョ
ン
・
H
・
ウ
ォ
リ
ネ
ン
、
ペ
ン
ッ
テ

ィ
・
オ
ッ
リ
、
ジ
ョ
ン
・
サ
ー
リ
、
ユ
ル
ヨ
・
シ
ェ
ー
ブ
ロ
ム
と
い
っ
た

米
国
内
で
非
常
に
高
い
社
会
的
地
位
を
得
た
移
民
二
世
た
ち
、
の
ち
の

「
ア
メ
リ
カ
ロ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
三
百
周
年
記
念
祭
委
員
会
」

の
中
核
を
組
織
し
て
い
く
顔
ぶ
れ
が
つ
ど
い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
活
動
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

点
に
祝
典
の
計
画
を
公
表
し
た
の
は
、
こ
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の
み
を

来
賓
国
と
定
め
る
両
院
決
議
第
四
九
九
号
発
表
後
の
一
九
三
六
年
九
月
二

九
日
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
か
れ
ら
は
当
初
、
祝
祭
の
遂
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

年
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
第
三
回
植
民
団
が
到
着
し
た
一
六
四
一
年
よ
り

三
百
年
後
の
一
九
四
一
年
と
定
め
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
些
。
す
な
わ
ち
当

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

初
か
れ
ら
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
入
植
事
業
の
最
初
期
の
記
録
の
な
か
に
〈
フ

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ィ
ン
人
〉
の
姿
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
の
だ
（
7
1
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
来
る
一
九
三
八
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の

王
族
を
公
式
招
待
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
三
百

．
周
年
記
念
祭
に
、
若
き
共
和
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
参
加
を
求
め
、
両
院
決

議
第
四
九
九
号
の
修
正
を
働
き
か
け
る
水
面
下
の
政
治
運
動
は
着
実
に
進

め
ら
れ
て
い
っ
た
。
の
ち
の
「
ア
メ
リ
カ
ー
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
デ
ラ
ウ
ェ

ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
祭
委
員
会
」
の
委
員
長
オ
ス
カ
ー
・
ラ
ー
ソ
ン

は
、
ミ
ネ
ソ
タ
州
第
六
八
期
合
衆
国
下
院
議
員
と
し
て
の
経
歴
を
持
ち
、

事
務
局
長
の
ジ
ョ
ン
・
H
・
ウ
ォ
リ
ネ
ン
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
準
教

授
と
し
て
政
治
運
動
に
学
問
的
な
裏
打
ち
を
す
る
た
め
の
執
筆
活
動
に
勤

し
ん
で
い
た
。
も
っ
と
も
大
き
な
功
績
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

は
、
エ
ミ
ル
・
E
・
フ
ル
ヤ
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

大
統
領
の
選
挙
参
謀
と
し
て
与
党
民
主
党
の
中
枢
に
席
を
も
ち
、
政
治
的

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
操
作
を
行
う
に
こ
れ
以
上
望
め
な
い
く
ら
い
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
フ

ル
ヤ
は
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
選
出
の
民
主
党
下
院
議
員
ロ
バ
ー
ト
・
．

G
・
ア
レ
ン
と
、
ミ
シ
ガ
ン
州
選
出
の
民
主
党
下
院
議
員
フ
ラ
ン
ク
・
ユ

ー
ジ
ー
ン
・
フ
ッ
ク
と
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
成
功
し
、
ふ
た
り
を

中
心
と
し
て
修
正
決
議
案
の
提
出
に
こ
ぎ
着
け
た
の
で
あ
．
つ
た
珍
。
興
味

と

一斗禮麹㈹
に切適

を

則
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深
い
こ
と
に
、
フ
ィ
ン
人
た
ち
は
「
ア
メ
リ
カ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
」
と
い

う
関
係
枠
を
壊
そ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
二
者
の
関
係

を
強
固
に
設
定
し
た
上
で
、
も
う
一
角
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
要
素
を
打
ち

込
み
、
三
者
の
関
係
を
正
三
角
形
に
し
ょ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。
ジ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ン
・
サ
ー
リ
は
両
院
決
議
第
四
九
九
号
へ
の
修
正
決
議
の
動
議
提
出
の
直

前
に
フ
ル
ヤ
に
宛
て
た
手
紙
に
こ
の
よ
う
に
文
を
し
た
た
め
て
い
る
。

も
し
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
祝
祭
に
参
加
す
る
よ
う
招
待
さ
れ
る
の
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
た
ち
も
、
ま
た
、
一
九
三
八
年
に
記

念
行
事
を
行
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
九
三
八
年
の
祝
祭
は

真
に
（
ア
メ
リ
カ
）
国
民
の
祝
賀
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
す
。
こ
の

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

祝
祭
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
地
域
で
の
最
初
の
永
住
入
植
に
対
す
る
三
百
周

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

年
記
念
祭
で
あ
っ
て
、
決
し
て
ス
ウ
ェ
ー
ド
人
も
し
く
は
フ
ィ
ン
人
の

上
陸
を
記
念
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
も
し
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政

府
が
招
待
さ
れ
る
の
な
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ィ
ン
人
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
と
ス
ウ
ェ
ー
ド
人
と
ひ
と
し
く
、
入
植
と
い
う
功
績
に
対
す
る

栄
誉
と
祝
賀
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ゆ
え
に
、

フ
ィ
ン
人
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
公
的
に
も
、
歴
史
的
に
も
、
そ
し
て
法

的
に
も
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
植
民
活
動
に
際
し
ス
ウ
ェ
ー
ド
人
と
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
と
肩
を
並
べ
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
（
珍
。

5
　
舞
台
は
議
会
へ

　
一
九
三
七
年
七
月
二
九
日
、
ロ
バ
ー
ト
・
G
・
ア
レ
ン
は
第
七
五
期
米

連
邦
議
会
公
的
決
議
第
七
一
号
（
両
院
決
議
第
＝
二
五
号
）
の
添
付
報
告

と
な
る
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お
け
る
最
初
の
永
住
入
植
者
に
つ
い
て

の
覚
え
書
き
」
を
議
会
上
院
に
提
出
し
て
い
る
。

一
九
三
六
年
六
月
五
日
採
択
の
公
的
決
議
の
修
正
決
議
案
、
す
な
わ
ち

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
合
衆
国
国
民
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お

け
る
最
初
の
永
住
入
植
三
百
周
年
記
念
式
典
そ
の
他
に
お
い
て
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
政
府
及
び
そ
の
賓
客
の
参
加
を
招
待
す
る
決
議
案
に
対
す
る

追
加
を
決
議
し
、
大
統
領
に
要
請
す
る
修
正
決
議
案
」
に
関
す
る
外
交

委
員
会
は
、
同
修
正
案
を
検
討
の
結
果
、
以
下
の
報
告
書
に
基
づ
き
認

可
を
推
奨
す
る
も
の
と
す
る
。

　
委
員
会
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お
け
る
最
初
の
永
住
入
植
三
百

周
年
記
念
式
典
に
フ
．
イ
ン
ラ
ン
ド
政
府
を
参
加
の
た
め
に
招
待
を
追
加

す
る
案
を
発
議
す
る
も
の
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
入
植
が
行
わ
れ
た

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

当
時
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
部
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
見
解
に
基
づ
き
、
一
九
三
六
年
六
月
五
日
の
公
的
決
議
へ
の
修
正

は
ま
っ
た
く
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
2
。
）
。
（
傍
点
は
引
用
者
）

こ
の
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
】
部
だ
っ
た
」
と
い
う
文
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句
は
、
以
後
す
べ
て
の
議
論
の
中
核
を
な
す
キ
ー
・
フ
レ
ー
ズ
と
な
る
。

ア
レ
ン
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
部
だ
っ
た
」
と
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
と
き
、
そ
こ
に
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
眺
望
点
に
立
っ
て
望
遠
鏡
を
覗
く

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
一
七
世
紀
の
世
界
が
展
開
し
て
い
た
。
ア
レ
ン
は
、

ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
」
デ
ン
植
民
地
史
を
以
下
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

〔
本
報
告
の
典
拠
と
な
る
〕
ア
マ
ン
ド
ゥ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
著

作
は
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
の
最
初
の
入
植
を
扱
っ
た
本
と
し
て
は
唯
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

包
括
的
な
も
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
は
、
ス
ウ
ェ
ー
ド
系
ア
メ

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

リ
カ
人
で
あ
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
植
民
地
三
百
周
年
記
念
の
一
九
三
八
年

祝
祭
の
準
備
に
お
い
て
指
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
著
者
及
び
彼

の
作
品
は
、
主
題
を
歴
史
的
に
も
っ
と
も
信
頼
の
置
け
る
史
料
か
ら
取

り
扱
う
態
度
で
臨
ん
で
お
り
、
ゆ
え
に
問
題
の
解
答
を
導
く
資
料
と
し

て
依
拠
し
う
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
〔
…
…
〕

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
の
著
作
を
ひ
も
と
く
前
に
、

い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
基
本

的
な
事
実
確
認
を
指
摘
す
る
の
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

　
一
一
五
〇
年
か
ら
＝
二
〇
〇
年
の
あ
い
だ
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の
一
部
と
な
っ
た
。
＝
二
五
〇
年
頃
ま
で
に
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
王
国
内
の
自
治
地
域
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
以
降
、

↓
八
○
八
年
か
ら
」
八
〇
九
年
置
ロ
シ
ア
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
征
服
す

る
ま
で
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
東
半
分
を
構
成
し
て
お

り
、
繰
り
返
す
が
、
単
な
る
一
地
方
で
は
な
く
、
領
土
内
に
お
け
る
ひ

と
つ
の
自
治
的
な
区
分
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
住
民
は
、
平
等

な
権
利
に
基
づ
き
、
政
治
そ
の
他
に
お
い
て
、
王
国
の
他
の
地
域
と
同

様
に
、
文
字
通
り
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
の
れ
っ
き
と
し
た
臣
民
」

（
＝
四
け
一
く
O
m
｝
≦
①
q
Φ
ω
）
と
し
て
、
臣
民
身
分
制
議
会
へ
の
参
加
、
国
家
も

し
く
は
教
会
の
役
職
・
地
位
へ
の
任
命
資
格
を
持
っ
て
い
た
。
一
八
〇

九
年
の
ロ
シ
ア
征
服
ま
で
の
ほ
ぼ
六
百
年
間
に
わ
た
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
法
・
司
法
管
理
・
行
政
組
織
・
教
育
・

信
仰
は
、
王
国
内
の
二
地
域
が
等
し
く
恩
恵
を
受
け
る
よ
う
な
か
た
ち

で
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
事
実
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
に
関
連
す

る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
七
世
紀
の
状
況
を
議
論
す
る
際
に
是
非
と
も
心

に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
1
2
）
。

　
ア
レ
ン
の
語
り
口
、
そ
れ
は
く
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
の
狡
猜
な
戦

略
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
の
提
示
す
る
歴
史
的
根
拠
、
世
界
解
釈

の
下
地
は
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
研
究
の
分
野
で
「
歴
史
的
に
も
っ
と
も

信
頼
の
置
け
る
」
と
評
さ
れ
て
い
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
著
作
、
あ
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
ス
．
ウ
ェ
ー
ド
人
側
」
視
点
で
展
開
さ
れ
る
歴
史
記
述
に
完
全
に
依
拠
し

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て
い
た
。
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
は
、
闇
雲
に
独
自
の
歴
史
の
物
語

と

紋謝禮翰
㈹
に切適

を

鋤
玉茎
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を
振
り
か
ざ
し
た
の
で
は
な
く
、
他
者
の
物
語
を
「
ブ
リ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」

し
た
一
つ
ま
り
、
古
き
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
朝
の
歴
史
な
か
に
、
若
き
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

民
国
家
た
る
共
和
国
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
の
姿
を
史
実
そ
の
も
の
に
一
切

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

手
を
加
え
る
こ
と
な
く
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
の
だ
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
の

依
拠
す
る
歴
史
記
述
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
援
用
し
た
こ
と
に
よ
り
、
祝

祭
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
代
表
団
を
招
待
す
る
「
条
件
」
は
、
共
和
国
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
を
招
待
す
る
「
根
拠
」
へ
す
り
替
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
に
お
い
て
は
、
「
は
た
し
て
幾
人
の
入
植
者
が
ス
ウ

ェ
ー
ド
人
で
、
幾
人
が
フ
ィ
ン
人
で
あ
る
と
分
類
で
き
る
の
か
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
は
、
完
全
で
満
足
の
い
く
よ
う
な
回
答
を
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
〔
認
）
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、

フ
ィ
ン
人
の
要
素
を
特
に
強
調
す
る
よ
う
な
意
向
で
出
版
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
よ
う
な
、
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
に
お
け
る
第
一
人

者
の
著
作
に
依
拠
し
た
、
こ
れ
ま
で
の
概
観
を
も
っ
て
し
て
も
、
以
下

の
よ
う
な
結
論
が
導
き
出
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
植
民
地
に
お
け
る
フ
ィ
ン
人
の
も
つ
役

割
は
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ン
人
の
全
人
口
に
お
け
る
割
合
は
、

三
分
の
一
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
以
上
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
合
衆
国
政
府
が
、
一
九
三
八
年
に
執
り
行
う
祝
祭
を
、
デ
ラ
ウ

ェ
ア
河
流
域
．
に
お
け
る
最
初
の
永
住
入
植
の
三
百
周
年
記
念
祭
と
認
識

す
る
限
り
に
お
い
て
、
合
衆
国
政
府
は
式
典
実
行
に
際
し
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
と
ス
ウ
ェ
ー
ド
人
の
み
な
ら
ず
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
フ
ィ
ン
人
を

も
含
め
る
べ
き
で
あ
る
（
3
2
）
。

と
結
論
を
出
し
、
連
邦
議
会
へ
「
両
院
決
議
案
＝
二
五
号
」
の
承
認
を
請

願
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
さ
き
議
会
は
、
一
七
世
紀
当
時
の
世
界
に

は
問
わ
れ
る
こ
と
す
ら
な
か
っ
た
二
七
世
紀
北
米
植
民
地
で
の
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
人
と
の
分
別
L
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
る
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ィ
ン
人
た
ち
は
こ
の
時
点
で
す
で
に
完
全
勝
利
し
て
い
た
。

　
同
年
八
月
一
＝
日
、
連
邦
議
会
下
院
に
お
い
て
、
修
正
案
の
承
認
を
行

う
か
ど
う
か
の
是
非
を
問
う
討
議
が
開
始
さ
れ
た
。
ま
ず
テ
ネ
シ
ー
州
選

出
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
D
・
マ
ク
レ
イ
ノ
ズ
が
、
　
一
声
を
あ
げ
、
「
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
政
府
と
合
衆
国
国
民
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お
け
る
最
初
の

永
住
入
植
三
百
周
年
記
念
式
典
そ
の
他
に
お
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府

及
び
そ
の
賓
客
の
参
加
を
招
待
す
る
決
議
案
」
の
修
正
を
議
題
に
あ
げ
る

と
、
下
院
議
会
上
級
官
が
件
案
を
読
み
上
げ
は
じ
め
た
。
マ
ク
レ
イ
ノ
ル

ズ
は
二
〇
分
陰
の
答
弁
時
間
を
議
長
に
要
求
し
た
。
そ
の
要
求
が
議
場
の

満
場
一
致
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
、
発
言
権
を
ロ
バ
ー
ト
・
G
・
ア

レ
ン
に
発
言
を
譲
っ
た
。
ア
レ
ン
は
さ
っ
そ
く
、
こ
の
修
正
案
が
デ
ラ
ウ

ェ
ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
祭
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
招
待
す
る
目
的
以
外

に
な
い
こ
と
を
強
調
し
、
他
に
い
か
な
る
腹
心
も
、
す
で
に
決
定
さ
れ
て
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い
た
予
算
の
増
額
要
求
も
な
い
こ
と
を
議
場
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
そ
し
て

自
分
の
発
言
が
歴
史
の
背
景
に
ふ
れ
る
こ
と
に
ス
ウ
ェ
ー
ド
系
ア
メ
リ
カ

人
の
反
発
藝
が
あ
る
の
を
示
唆
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
発
言
し
た
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
こ
の
植
民
活
動
の
当
時
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

治
領
で
し
た
。
行
政
と
い
う
面
に
関
す
る
限
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
は
単
一
で
、
同
じ
も
の
で
、
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
入
植

者
た
ち
の
大
部
分
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

〔
…
…
〕
こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
船
団
の
提
督
の
一
人
は
フ
ィ
ン
人
の

ク
ラ
ウ
ス
・
フ
レ
ミ
ン
グ
提
督
で
あ
り
ま
し
て
、
し
か
も
船
団
の
一
隻

に
乗
船
し
た
一
〇
五
人
の
う
ち
九
二
人
ま
で
も
が
フ
ィ
ン
人
で
し
た
。

そ
れ
は
、
一
六
五
六
年
三
月
の
派
遣
船
団
に
お
い
て
、
で
す
。
総
人
数

の
う
ち
九
二
人
ま
で
も
が
フ
ィ
ン
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
な
ら
ば
、

こ
の
小
さ
な
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
民
地
の
な
か
で
少
な
く
と
も
三
分
の

一
は
、
フ
ィ
ン
人
も
し
く
は
フ
ィ
ン
人
の
血
を
引
い
て
い
る
と
考
え
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
（
ゐ
）
。
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
こ
の
の
ち
、
ア
レ
ン
は
他
の
議
員
か
ら
、
招
待
の
た
め
の
背
景
に
つ
い

て
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
質
問
を
受
け
、
こ
れ
に
答
え
て
い
る
う
ち
に
手

持
ち
の
二
十
分
を
使
い
切
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
議
長
の
小
槌
が
振
り
下

ろ
さ
れ
た
あ
と
、
二
分
間
だ
け
時
間
の
延
長
を
申
し
出
、
ア
レ
ン
は
ふ
た

た
び
議
場
に
問
い
か
け
た
。

〔
…
…
〕
わ
れ
わ
れ
の
し
て
い
る
こ
と
と
は
、
社
交
会
を
開
く
こ
と
だ
、

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
で
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
招
待
し
ま
し

た
し
、
彼
ら
は
招
待
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
い
ま
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が
欲
し
て
い
る
こ
と
と
は
、
同
じ
招
待
状
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
も
送
り

た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
も
う
す
で
に
、
こ
の
祝
祭
に
関
係
す
る

三
つ
の
州
の
う
ち
二
つ
ま
で
も
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
こ
の
祝
祭
に
含

め
る
と
い
う
要
請
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
っ
た
く
自
己
の

利
益
の
み
を
考
え
た
党
派
的
な
考
え
か
ら
く
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
れ
は
、
い
か
な
る
点
に
お
い
て
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
栄
光
を
損
な
お

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

う
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
た
だ
た
だ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
に
た
い
し
て
わ
ず
か
ば
か
り
の
注
意
を
差
し
向
け
る
こ
と
な
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
議
長
、
こ
の
法
案
が
議
決
に
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
小
国
の
国

へ民
に
た
い
し
、
彼
ら
が
過
去
に
行
っ
た
こ
と
と
、
彼
ら
が
現
在
行
っ
て

い
る
こ
と
へ
、
友
好
的
で
善
意
に
満
ち
た
心
を
有
す
る
す
べ
て
の
議
員

の
方
々
の
手
助
け
に
な
る
こ
と
を
、
私
は
心
よ
り
望
ん
で
お
り
ま
す
。

（
拍
手
）
（
％
）
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
イ
シ
ヨ
ン

　
ア
レ
ン
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
う
国
家
の
存
在
が
歴
史
の
な
か
で
．

実
定
性
を
有
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
異
議
の
挙
手
な
し
と
宣
言
す
る
よ
う

と
こ
るす

記登へ粉他
に切適

を　
史民個
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に
、
議
論
の
焦
点
を
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
の
温
情
に
す
り
替
え
た
の
で

あ
る
。
彼
の
「
殺
し
文
句
」
に
、
議
場
か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が

わ
き
起
こ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
一
七
世
紀
に
は
共
和
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

み
な
ら
ず
当
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
家
自
体
も
世
界
の
想
像
の
枠
外
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

　
ア
レ
ン
が
議
員
席
に
戻
っ
た
後
、
議
長
リ
ン
ゼ
イ
・
C
・
ウ
ォ
レ
ン
は
、

マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
選
出
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・
W
・
．
マ
ー
チ
ィ
ン
に
答
弁
の

た
め
二
〇
分
の
時
間
を
与
え
た
。
そ
の
う
ち
の
＝
二
分
を
同
じ
く
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
出
自
で
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
選
出
の
ペ
ー
ル
・
G
・
ホ
ル
ム
ズ

に
与
え
、
ホ
ル
ム
ズ
が
壇
上
で
演
説
を
は
じ
め
た
。

私
は
、
こ
の
三
百
周
年
記
念
祭
に
小
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
招
待
し
よ
う

と
考
え
て
い
る
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
の
議
員
諸
氏
と
争
い
を
や
ろ

う
と
い
う
意
志
は
ま
っ
た
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
個
人
的
に
は
、
私
は
、

小
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
た
い
し
、
非
常
な
敬
意
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
し
ば
か
り
込
み
入
っ
た
事
情
が
あ
る
の
で
す
（
7
2
）
。

「
込
み
入
っ
た
事
情
」
と
し
て
彼
が
あ
げ
る
の
は
、
一
九
三
六
年
に
公
式

招
待
が
決
定
し
た
時
点
で
、
す
で
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
と
国
民
が
多
額

の
予
算
を
割
き
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
市
の
記
念
碑
建
設
を

は
じ
め
と
し
て
、
数
々
の
祝
典
の
計
画
を
実
行
し
て
お
り
、
今
更
な
が
ら

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
と
、
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
祝
典
を
分
け
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
説
明
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
ホ
ル
ム
ズ
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
が
祝
祭
に
参
加
す
る
た
め
の
「
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

格
」
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
だ
が
、
す
で
に
議
題
は
「
資
格
」
で
し
か

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
か
っ
た
。

私
は
、
確
か
に
こ
の
栄
光
あ
る
国
の
、
す
ば
ら
し
い
国
民
の
代
表
団
を

招
待
し
た
い
と
い
う
希
望
と
ぶ
つ
か
ろ
う
と
は
老
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
段
階
に
な
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
、
も
と
も
と
祝

祭
に
招
待
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
と
同
格
に
扱
う
よ

う
な
議
決
を
採
択
す
る
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
に
た
い
し
道
理
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

る
態
度
だ
と
は
思
え
な
い
の
で
す
。
三
百
年
前
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス

ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
地
方
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
ふ
た
つ
の
国
は
ひ
と

つ
の
旗
、
す
な
わ
ち
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
旗
の
下
に
あ
っ
た
の
で
す
。
植

民
団
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
と
交
易
会
社
に
よ
っ
て
出
資
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
り
、
植
民
の
た
め
の
土
地
も
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の
名
の

も
と
で
購
入
さ
れ
た
の
で
す
（
8
2
）
。
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
こ
こ
で
共
和
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
祝
祭
に
参
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
陣
営

と
、
そ
れ
を
拒
も
う
と
し
て
い
る
陣
営
、
そ
の
両
者
の
繰
り
出
す
言
語
が
、

す
で
に
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
実
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

9
2
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「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
部
だ
っ
た
」
と
い
う
共
通
の
視

点
が
一
七
世
紀
の
歴
史
を
解
釈
す
る
基
調
と
な
り
、
賛
成
側
・
反
対
側
の

い
ず
れ
も
が
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
が
国
民
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
の
｝
点

だ
け
は
手
を
取
り
合
う
。
ゆ
え
に
問
題
の
差
異
は
〈
血
統
〉
の
問
題
に
移

行
す
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
支
持
者
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
朝
の
な
か
に

複
数
の
国
民
の
〈
嫡
子
〉
資
格
を
読
み
と
る
の
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
支
持
者
は
、
現
在
の
国
民
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
み
が
く
嫡
子
〉
で
、

他
は
〈
庶
子
〉
の
扱
い
を
求
め
る
の
だ
。

【
ア
レ
ン
】
ホ
ル
ム
ズ
氏
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
の
祝
祭
参
加
の
意

向
を
理
解
し
な
い
こ
と
は
、
重
大
な
誤
り
で
あ
る
と
本
当
に
お
考
え
に

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
は
、
こ
の
祝
祭
に
参

加
し
よ
う
と
い
う
意
思
を
す
で
に
表
明
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
は
植
民
事
業
の
時
代
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
部
だ
っ
た
か

ら
で
す
。

【
ホ
ル
ム
ズ
】
私
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
か
ら
そ
の
よ
う
な
意
思
表

明
が
あ
っ
た
こ
と
は
存
じ
上
げ
ま
せ
ん
。
フ
ィ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
の
な

か
に
は
、
祝
祭
に
参
加
し
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
者
た
ち
が
い
ま

す
が
、
政
府
自
体
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
表
明
が
あ
っ
た
こ
と
は

存
じ
ま
せ
ん
。

【
ア
レ
ン
】
フ
ィ
ン
人
が
、
植
民
地
活
動
の
な
か
で
果
た
し
た
役
割
は
、

非
常
に
大
き
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
彼
ら
が
祝
祭
参
加
に
関
心

を
抱
く
の
は
当
然
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
ホ
ル
ム
ズ
】
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
す
。
確
か
に
き
わ
め
て
多
く
の

フ
ィ
ン
人
が
、
後
々
の
植
民
団
に
参
加
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
私
が
述
べ
た
い
の
は
、
こ
の
植
民
団
に
は
、
数
多
く
の
他

国
民
も
参
加
し
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
（
2
9
）
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
祭
へ
参
加
す
る

か
否
か
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
内
の
み
な
ら
ず
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

に
お
い
て
も
政
治
問
題
と
し
て
議
題
に
の
ぼ
っ
て
い
た
。
駐
米
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大
使
ヴ
ォ
ル
マ
ー
ル
・
F
・
ボ
ス
ト
ロ
ェ
ー
ム
は
、
「
も
し
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
、
結
局
は
当
時
エ
ス
ト
ニ
ア
や
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
や
そ
の
他
の
地
域
と

等
し
く
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
一
地
域
で
し
が
な
か
っ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
、

こ
の
純
粋
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
植
民
活
動
へ
の
記
念
祭
に
招
か
れ
る
と
い

う
こ
と
が
現
実
に
な
る
の
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
っ
た
く
驚
き
の
念
を

隠
せ
ま
せ
ん
。
当
時
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
参
加
し
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の

植
民
活
動
は
、
ま
っ
た
く
も
っ
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
王
権
の
も
と
に
成
し

遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
公
言
し
て
い
た
（
3
D
）
。
彼
の
述
べ
る

「
王
権
」
と
は
、
現
在
の
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
主
権
」
を
ふ
ま
え
た
も
の

で
あ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
国
家
単
位
と
し
て
招
待
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
一
七
世
紀
王
朝
の
、
歴
史
的
な
境
界
、
歴
史
的
な

と
こ
る
す記登へ麹㈹

に切適
を　
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主
権
が
、
そ
の
名
前
を
現
在
に
負
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
い
う
国
民
国
家
へ

完
全
に
は
移
行
さ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
国
際
的
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
た
「
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
祭
」
に
て
明
ら
か

に
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
と
っ
て

「
歴
史
の
断
絶
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

　
ま
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
国
家
と
し
て
参
加
す

る
こ
と
に
か
な
り
強
い
反
発
を
お
こ
し
、
公
式
な
不
快
感
を
臆
さ
ず
に
表

明
し
て
い
た
。
「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
記
念
祭
に
関
す
る
遂
行
委
員

会
の
検
討
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

問
題
を
討
議
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
全
会
一
致
で
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流

域
の
記
念
祭
に
て
代
表
さ
れ
る
べ
き
は
、
今
日
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
．
ン
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
プ
レ

ー
キ
ン
ゲ
、
ス
コ
ー
ネ
、
ハ
ッ
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
ボ
ー
フ
ス
レ
ン
の
各
地

域
を
王
国
領
に
含
ん
で
い
な
か
っ
た
が
、
今
日
こ
れ
ら
南
西
地
域
は
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
要
で
あ
り
、
じ
つ
の
と
こ
ろ
、
祝
祭
に
参
加
す
る
多
く
の
議

員
が
、
首
相
を
含
め
て
ス
コ
ー
ネ
出
身
で
あ
る
の
だ
越
」
。

　
一
七
世
紀
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
は
、
王
国
史
上
最
大
の
版
図
を
形
成
し

た
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
必
ず
し
も
現
在
の
国
民
国
家
と
し
て
の
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
を
う
ま
い
具
合
に
包
括
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
参
加
を
容
認
す
る
論
理
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
民
的
統
一
を
否
定
す

る
論
理
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
か
れ
ら
は
逆
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側

に
こ
の
よ
う
に
切
り
出
し
た
。
「
も
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
参
加
を
容
認

す
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
バ
ル
ト
諸
国
も
祝
祭
に
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る
毎
」
し
か
し
エ
ミ
ル
・
E
・
フ
ル
ヤ
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
側
の
「
挑
発
」
を
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
宛
の
請
願
書
の
な
か

で
毅
然
と
し
て
は
ね
の
け
て
い
る
。

入
植
が
行
わ
れ
た
当
時
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
実
は
．
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内

の
大
公
国
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
と
指
摘
す
る
人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
別
で
あ
る
と
認
め
る
に
十
分
な
先
例
が
あ
り
ま
す
。
ド
イ

ツ
に
お
い
て
、
一
九
三
二
年
に
リ
ュ
ッ
ツ
ェ
ン
の
会
戦
三
百
周
年
記
念

祭
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府

と
は
、
公
式
に
そ
し
て
個
別
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
一
六
三
二
年
当
時
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
一
六
三
八
年
と
同
じ
く
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
内
の
大
公

国
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
す
（
3
3
）
。

6
　
決
着
の
〈
論
理
〉

　
し
か
し
、
ア
レ
ン
と
ホ
ル
ム
ズ
の
舌
戦
は
、
　
一
七
世
紀
の
歴
史
の
混
沌

か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
「
ど
の
よ
う
に
明
確
に
区
別
し

う
る
の
か
」
と
い
う
、
あ
る
意
味
不
毛
な
議
論
か
ら
で
は
な
く
、
「
現
在

の
米
国
民
が
、
ふ
た
つ
の
国
家
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
」
と
い
う
身
も
蓋

も
な
い
感
情
論
で
決
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
D
・
マ
ク
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レ
イ
ノ
ズ
が
、
フ
ラ
ン
ク
・
ユ
ー
ジ
ー
ン
・
フ
ッ
ク
に
三
分
間
の
時
間
を

割
き
、
彼
を
壇
上
に
あ
が
ら
せ
る
と
、
ま
ず
彼
は
、
ア
レ
ン
の
論
点
を
引

き
継
い
で
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
擁
護
し
た
。

議
長
1
　
＝
二
五
〇
年
頃
よ
り
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
構
成
に
欠
か
せ
な
い
地
域
（
巨
Φ
鴨
巴
b
母
汁
）
で
あ
り
ま
し
て
、
そ

れ
か
ら
一
八
〇
九
年
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
に
占
領
さ
れ
、
の
ち

に
独
立
国
家
と
な
り
ま
し
た
。
植
民
地
建
設
の
時
分
に
は
、
多
く
の
フ

ィ
ン
人
が
ス
ウ
ェ
ー
ド
人
と
と
も
に
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
入
植
す

．
る
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
す
べ
て
の
時
代
に
お
い
て
フ
ィ
ン
人

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

た
ち
は
、
完
全
に
別
の
民
族
（
ω
Φ
b
費
碧
①
昌
p
叶
δ
コ
巴
詳
『
）
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
自
分
自
身
に
た
い
し
て
忠
実
で
あ
り
、
み

ず
か
ら
ら
の
民
主
主
義
を
う
ち
立
て
る
ま
で
戦
い
通
し
ま
し
た
。
そ
し

て
い
ま
や
彼
ら
は
、
世
界
中
の
先
進
国
民
よ
り
寵
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る

国
民
と
な
っ
た
の
で
す
（
肘
）
。
（
傍
点
は
引
用
者
）

　
こ
の
よ
う
に
フ
ッ
ク
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
朝
の
歴
史

の
な
か
で
「
5
什
Φ
ひ
q
鑓
一
だ
が
ω
8
冬
尺
Φ
」
な
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
当

然
の
よ
う
に
祝
祭
へ
の
参
加
資
格
を
有
し
、
し
か
も
「
個
別
の
」
参
加
資

格
を
有
す
る
と
印
象
づ
け
た
。
そ
し
て
畳
み
か
け
る
よ
う
に
「
ぼ
冨
⑰
q
－

昏
団
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
の
二
重
性
を
駆
使
し
、
議
場
の
議
員
た
ち
に
、

「
ア
メ
リ
カ
の
国
益
を
守
っ
た
誠
実
な
友
人
と
し
て
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」

と
い
う
当
時
米
国
内
で
も
て
は
や
さ
れ
た
美
談
を
も
ち
だ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

歴
史
を
通
じ
て
、
フ
ィ
ン
人
は
み
ず
か
ら
の
自
治
権
（
冒
8
鳴
押
く
）
を

守
り
通
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
日
、
世
界
に
た
い
し
て
も
、
合
衆
国

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に
た
い
し
て
も
誠
実
さ
（
5
8
ぴ
q
壁
灯
）
を
守
り
通
し
ま
し
た
。
（
拍
手
）

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
そ
の
負
債
を
ム
ロ
衆
国
に
返
済
し
た
唯
一
の
国
民
で
す
。

（
拍
手
）
こ
の
事
実
の
み
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
彼
ら
に
は
こ
の
祝
祭

に
参
加
す
る
資
格
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
3
5
）
。
（
傍
点
は
引

用
者
）

　
一
九
三
〇
年
代
の
米
国
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」
と

い
え
ぱ
、
す
ぐ
さ
ま
「
合
衆
国
の
『
戦
争
負
債
』
を
誠
実
に
払
い
つ
づ
け

た
唯
一
の
国
」
と
い
う
肩
書
き
が
添
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
若
き
共
和
国
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
米
国
民
に
惜
し
み
な
く
賞
賛
さ
れ
た
国
家
で
あ
っ
た
〔
3
6
）
。
第

一
次
世
界
大
戦
末
期
か
ら
戦
後
の
混
乱
期
に
至
る
こ
ろ
、
欧
州
全
体
の
穀

物
供
給
が
慢
性
的
に
不
足
状
態
に
陥
る
と
、
欧
州
各
国
は
、
ア
メ
リ
カ
に

多
量
の
穀
物
供
給
を
申
し
入
れ
て
い
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
も
例
外
で
は
な

く
、
ロ
シ
ア
革
命
の
余
波
を
受
け
た
社
会
混
乱
と
独
立
劇
、
革
命
に
続
こ

う
と
す
る
赤
衛
軍
と
反
革
命
対
策
に
必
死
な
白
衛
軍
と
の
大
規
模
な
内
戦
、

さ
ら
に
ロ
シ
ア
か
ら
の
穀
物
提
供
が
停
止
さ
れ
た
影
響
か
ら
、
国
内
経
済

と

昌昌禮諭舳
に切適

を

畑
民
個

9
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は
一
時
的
に
疲
弊
し
た
。
そ
の
た
め
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
ま
で

の
「
国
家
の
危
機
」
の
時
期
に
、
ア
メ
リ
カ
に
計
十
七
万
ト
ン
以
上
の
穀

物
お
よ
び
食
料
品
の
輸
入
を
申
し
出
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
対
価
と
し
て

二
四
二
九
万
ド
ル
を
支
払
う
こ
と
で
契
約
し
、
そ
の
う
ち
一
六
〇
〇
万
ド

ル
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
産
の
木
材
加
工
品
の
輸
出
で
ま
か
な
い
、
の
こ
り
八

二
九
万
ド
ル
を
利
子
付
き
債
務
と
し
て
返
済
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

英
・
仏
・
ベ
ル
ギ
ー
な
ど
連
合
国
向
け
の
「
軍
需
物
資
」
購
入
に
充
て
ら

れ
た
債
務
と
は
異
な
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
場
合
は
、
厳
密
に
は
「
戦
争

負
債
」
と
呼
べ
な
い
性
格
の
負
債
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
中
に
支
出
さ
れ
た
債
権
を
、
お
し
な
べ
て
慣
習
的
に
「
戦
争
負

債
」
と
呼
ん
で
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
債
権
の
場
合
も
米
国
民
か
ら
は

「
戦
争
負
債
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
〔
彰
。

　
一
九
二
二
年
二
月
目
合
衆
国
の
大
戦
時
対
外
債
務
委
員
会
は
、
欧
州
各

国
共
通
の
返
済
計
画
案
を
提
示
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
返
済
方
法
も
二
五
年
、

四
・
二
五
％
の
利
息
と
設
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
欧
州
が
か
っ
て
な
い
ほ

ど
の
不
況
に
見
舞
わ
れ
、
各
国
が
軒
並
み
合
衆
国
に
た
い
し
返
済
計
画
の

場
当
た
り
的
な
変
更
、
返
済
期
限
の
延
長
通
知
、
正
貨
で
は
な
く
代
貨
に

よ
る
返
済
、
は
て
は
利
息
・
元
金
返
済
の
不
履
行
を
繰
り
返
す
な
か
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
だ
け
は
着
々
と
返
済
を
つ
づ
け
、
ア
メ
リ
カ
国
民
に
驚
異
の

眼
差
し
を
注
が
れ
た
の
で
あ
る
。

「
暗
黒
の
木
曜
日
」
が
、
翌
年
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
地
に
飛
び
火
し
、

欧
州
債
務
国
の
事
実
上
の
返
済
不
履
行
が
明
白
に
な
っ
た
一
九
三
〇
年
代

初
頭
、
合
衆
国
は
「
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
」
、
利
息
帳
消
し
、
元
金
引
き
下
げ

な
ど
の
数
々
の
経
済
的
特
別
処
置
を
債
務
国
に
適
用
し
た
が
、
こ
れ
は
国

内
で
不
況
に
苦
し
む
国
民
か
ら
は
「
国
家
財
産
の
放
棄
」
と
見
な
さ
れ
て

い
た
。
政
府
の
対
外
譲
歩
的
な
経
済
政
策
に
対
す
る
「
報
復
法
案
」
の
意

味
合
い
を
こ
め
、
連
邦
議
会
両
院
の
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ

る
「
一
九
三
四
年
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
法
」
の
時
代
に
な
る
と
、
世
論
は
政
府

の
対
外
経
済
政
策
を
ほ
と
ん
ど
失
策
と
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
、
た
だ
の
一
度
の
返
済
延
滞
も
な
く
十
二
年
間
債
務

を
国
庫
に
振
り
込
み
つ
づ
け
て
き
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
は
、
ア
メ
リ

カ
国
民
に
と
っ
て
、
注
目
の
ま
と
を
こ
え
て
、
「
英
雄
的
な
友
人
」
「
正
義

を
な
す
国
民
」
と
い
う
寵
児
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
鍵
。

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
自
分
た
ち
の
故
郷
と
し
て
移
り
住
ん
だ
開
拓
者
の

息
子
や
娘
た
ち
は
、
わ
れ
わ
れ
の
決
議
を
心
か
ら
歓
迎
す
る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
体
に
流
れ
る
フ
ィ
ン
人
の
血
を
誇
り

に
思
う
の
は
当
然
で
す
か
ら
。
私
は
こ
れ
ら
幾
千
も
の
人
々
の
自
負
の
念

を
喜
ば
し
く
、
ま
た
光
栄
に
思
い
ま
す
。
私
は
彼
ら
が
誠
実
さ
や
正
義
に

た
い
し
、
ど
れ
ほ
ど
忠
実
で
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
」
と
フ
ッ
ク
が
発
言

を
結
ぶ
と
、
会
場
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
に
包
ま
れ
、
も
は
や
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
祝
祭
参
加
に
異
議
を
唱
え
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
な
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
暗
黙
に
な
さ
れ
た
了
解
と
は
、
植
民
地
建
設
に
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真
摯
に
貢
献
し
た
フ
ィ
ン
人
入
権
者
た
ち
は
、
三
百
年
後
も
ま
た
、
そ
の

い
に
し
え
の
名
を
負
う
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
と
し
て
、
合
衆
国
に
た
い

し
変
わ
ら
ぬ
真
摯
な
態
度
を
貫
き
通
し
て
い
る
と
い
う
く
血
統
証
明
〉
に

ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　
フ
ッ
ク
は
議
長
に
、
合
同
決
議
＝
二
五
号
に
添
付
す
る
特
別
所
見
「
ア

メ
リ
カ
植
民
地
史
に
お
け
る
フ
ィ
ン
人
（
9
3
）
」
の
提
出
許
可
を
も
と
め
、
認

可
さ
れ
た
。
ホ
ル
ム
ズ
は
壇
上
か
ら
引
き
下
が
り
、
あ
と
に
続
く
発
言
者

は
そ
ろ
っ
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
好
意
的
な
発
言
を
し
、
そ
の
た
び
に
議

場
か
ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
た
。
最
後
に
マ
ク
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
反
対
の
意

見
は
な
い
よ
う
だ
と
議
長
ウ
ォ
レ
ン
に
告
げ
る
と
、
合
衆
国
下
院
は
採
決

を
行
い
、
法
案
は
可
決
さ
れ
た
。

　
す
で
に
全
会
一
致
で
法
案
を
決
議
し
て
い
た
連
邦
議
会
上
院
と
あ
わ
せ
、

一
九
三
八
年
八
月
二
五
日
付
け
で
合
同
決
議
＝
二
五
号
は
成
立
し
、
こ
こ

に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
と
も
に
合
衆
国
の
公
式
招

待
の
も
と
で
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
三
百
周
年
記
念
祭
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

一
九
三
六
年
六
月
五
日
に
採
決
さ
れ
た
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
合

衆
国
国
民
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
に
お
け
る
最
初
の
永
住
入
植
三
百
周

年
記
念
式
典
そ
の
他
に
お
い
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
及
び
そ
の
賓
客

の
参
加
を
招
待
す
る
決
議
案
」
と
題
す
る
公
的
決
議
を
修
正
す
る
。

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
上
院
及
び
下
院
の
合
同
決
議
に
よ
り
、
第
七
四

期
連
邦
議
会
公
的
決
議
第
一
〇
二
号
一
項
は
、
以
下
の
語
の
よ
う
に
修

正
さ
れ
る
。
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
」
の
直
後
と
「
及
び
」
の
直
前
に
、

「
、

v
と
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
」
を
挿
入
す
る
。
ま
た
、
「
ス
ウ
ェ
ー

ド
人
の
」
の
直
後
と
「
植
民
者
」
の
直
前
に
、
「
及
び
フ
ィ
ン
人
の
」

を
挿
入
す
る
。

　
同
二
項
は
、
以
下
の
語
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

政
府
」
の
直
後
と
「
及
び
」
の
直
前
に
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
」
を

挿
入
す
る
（
如
）
。

7
　
結
論

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
最
大
の
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
し
ま
う
の
は
、
ま
さ

に
こ
の
議
決
の
瞬
間
で
あ
ろ
う
。
決
議
に
よ
っ
て
祝
祭
の
予
算
が
増
額
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
世
紀
世
界
の
〈
歴
史
的
事
実
〉
が
議
会
で
認

定
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
側
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
は
鋭

く
対
立
し
た
が
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
ど
う
し
の
利
害
や
思
惑
に
第
三
者
的
な
調

停
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
、
何
ら
か
の
政
治
的
な
判
断
が
下
さ
れ
た
わ

け
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、
当
時
ア
メ
リ
カ
社
会
の
な
か
で
人
種
論
的
に
微

妙
な
位
置
に
お
か
れ
て
い
た
く
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
を
解
放
す
る
わ

け
で
も
、
か
れ
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
礎
と
な
る

わ
け
で
も
な
い
。
ほ
ん
と
う
に
合
同
決
議
＝
二
五
号
で
決
め
ら
れ
た
こ
と

と

都導燈麹他
に切適

を

蜘民個
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は
、
二
・
三
の
言
葉
を
挿
入
し
た
こ
と
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
の
だ
。

だ
が
し
か
し
、
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
待
ち
望

ま
れ
た
法
案
も
他
に
な
い
。

　
こ
の
↓
連
の
や
り
と
り
は
ま
さ
に
、
〈
国
民
史
V
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
イ
ク
シ
ヨ
ン

ン
の
活
性
化
の
手
順
、
こ
の
創
作
物
が
現
実
の
経
験
を
構
成
す
る
方
法
を

示
現
し
て
い
る
。
〈
国
民
史
〉
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
発
す
る
効
力
は
、

つ
ね
に
〈
他
者
〉
へ
「
記
入
／
登
記
す
る
」
と
い
う
問
題
と
関
わ
ら
ざ
る

を
得
な
い
。
〈
国
民
史
〉
が
現
実
に
効
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
そ
こ
に
関

与
す
る
人
び
と
あ
る
い
は
国
民
の
構
成
員
の
あ
い
だ
で
何
ら
か
の
事
実
が

周
知
に
至
る
こ
と
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
だ
。
〈
国
民
史
V
と
い
う
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
が
た
ん
に
（
数
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
）
信
奉
者
の
あ
い
だ
に

存
在
し
て
い
る
だ
け
の
状
態
と
、
そ
の
存
在
が
〈
他
者
〉
あ
る
い
は
〈
権

力
〉
の
懐
に
適
切
に
記
入
／
登
記
さ
れ
た
状
態
と
の
相
違
は
、
表
面
的
に

は
い
く
つ
か
の
言
葉
が
共
有
さ
れ
て
い
る
か
否
か
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
宗
教
的
な
秘
蹟
と
同
じ
く
、
こ
の
相
違
が
最
終

的
に
帰
結
す
る
差
異
は
決
定
的
に
大
き
い
。
ち
ょ
う
ど
か
つ
て
い
く
つ
か

の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
い
て
、
洗
礼
の
秘
蹟
を
施
さ
れ
る
前
に
死
亡
し
た

嬰
児
が
、
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
に
正
式
登
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
由

で
、
聖
別
さ
れ
た
墓
所
へ
の
埋
葬
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
、
〈
他
者
V

に
適
切
に
登
記
さ
れ
な
い
〈
国
民
史
〉
は
記
念
碑
の
下
に
埋
蔵
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
歴
史
の
辺
獄
を
さ
ま
よ
い
、
あ
る
い
は
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
「
歴
史

哲
学
テ
ー
ゼ
」
で
詩
的
に
表
現
し
た
よ
う
に
、
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
姉

た
ち
の
ひ
と
り
と
な
り
、
沈
黙
の
こ
だ
ま
の
な
か
の
ひ
と
つ
の
声
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
の
だ
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
国
民
国
家
と
し
て
祝
祭
に
参
加
す
る
妥
当
性
は
、
歴

史
的
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
的
な
物
語
の
枠
組
み
に
求
め
ら
れ
、
そ
し
て
国

民
と
し
て
の
枠
組
み
じ
た
い
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
認
識
枠
か
ら

規
定
さ
れ
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
合
同
決
議
に
よ
っ
て
、

〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
民
史
な
か
で
、
も
っ
と

も
古
い
歴
史
を
も
つ
「
栄
光
あ
る
国
民
」
と
し
て
の
証
明
書
を
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
共
和
国
は
、
そ
の
独
立
国
家
と
し
て
の
若
さ
に
か
か
わ
ら
ず
、
歴

史
あ
る
国
民
と
し
て
の
国
家
間
認
知
を
手
に
入
れ
る
大
き
な
収
穫
を
得
た

の
で
あ
る
。
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（
－
）
．
、
〉
匹
臣
器
ω
ω
Φ
ω
o
胤
U
【
幻
償
◎
o
罵
＝
o
『
畝
噛
．
、
国
B
埠
雲
影
昌
四
℃
節
O
Φ
誘
（
国
閏
℃
）
．

　
　
じ
u
o
瀕
窮
◎
閃
『
琶
言
言
∪
Φ
胃
m
日
。
困
o
o
給
く
①
斥
団
σ
多
目
団
（
閃
∪
幻
ご
『
）
甲
臨
団
魁
①

　
　
℃
曽
「
『
署
ゆ
輯
く
O
「
『

（
2
）
最
も
す
ぐ
れ
た
フ
ル
や
研
究
と
し
て
次
の
文
献
を
挙
げ
る
。
ζ
①
三
昌
O
・

　
　
国
。
年
『
隷
鳴
§
N
篇
、
織
駄
き
切
ミ
隷
賢
。
謡
㌧
肉
ミ
純
ぎ
蔦
騨
ぎ
謡
電
§
沁
o
o
争

　
　
鴨
竃
鉢
犠
蕊
儀
ミ
鳴
b
口
㌣
ミ
駄
㌔
ミ
呼
N
融
9
驚
ミ
。
謡
、
ミ
N
§
晦
■
＝
Φ
ミ
く
。
「
匹
勺
巴
－

　
　
鷺
簿
＜
ρ
卜
⊃
O
O
卜
。
層

（
3
）
以
上
の
記
述
は
、
周
O
園
置
σ
層
の
エ
ミ
ル
・
E
・
フ
ル
ヤ
に
関
す
る
収
蔵

　
　
資
料
を
も
と
に
作
成
。

（
4
）
雷
。
5
器
O
聾
冒
巳
器
国
。
一
日
（
串
屋
刈
O
山
刈
O
卜
。
）
難
事
ミ
咋
蒙
ミ
章

　
　
職
。
誌
ミ
、
ミ
Q
、
き
ミ
隷
題
ミ
き
ミ
的
ミ
鳴
地
鳴
§
〉
ご
こ
9
N
隷
駄
ミ
ミ
干
肉
誌
随
－

　
　
N
詠
討
、
軸
嵩
団
結
ミ
織
ミ
鼻
§
ト
ミ
鳴
適
昏
鼻
q
き
蓋
置
①
α
マ
。
日
9
Φ
ω
毛
Φ
α
δ
ゴ

　
　
、
閑
。
『
け
し
u
Φ
屏
ユ
菌
冒
ぴ
q
o
日
℃
δ
＜
営
O
一
①
づ
三
幅
四
ω
〈
Φ
ユ
ゆ
Q
①
仁
鉱
〉
日
①
ユ
O
ρ
ω
O
日

　
　
口
口
♂
は
＃
Φ
口
篶
α
①
閏
口
ゆ
Q
軒
下
Φ
評
臥
訂
。
り
℃
㊦
5
昌
ω
泣
く
田
5
猷
．
ま
『
昏
Φ
寓
｛
。
り
8
N
h
－

　
　
o
巴
ω
8
δ
隠
o
h
℃
霞
5
ω
覧
く
節
コ
寅
、
蕎
詳
ぴ
⇒
o
冨
ω
噛
げ
く
勺
簿
興
ω
■
U
ロ
勺
。
口
－

　
　
8
凶
ロ
（
戸
P
　
戸
α
．
し
○
◎
ω
幽
）
”
ロ
’
Q
。
ピ

（
5
）
、
．
ζ
Φ
日
。
目
窪
含
ヨ
律
。
日
9
Φ
∪
三
ω
一
8
。
臨
ζ
巷
ω
㌦
．
U
Φ
ρ
蜀
ら
G
。
ω
両
国
℃

　
　
じ
d
O
×
一
ω
o
O
曽
勾
∪
カ
＝
σ
’

（
6
）
勺
Φ
8
『
ω
毎
げ
σ
ぎ
。
。
O
『
臥
α
q
’
『
ぎ
国
も
亀
O
帖
蕊
婁
駄
導
旧
し
リ
ミ
口
叩
塁
。
蕊
ミ
鴨

　
　
b
鳴
膏
ミ
織
誌
㌧
ぎ
ミ
執
セ
韓
。
・
き
適
量
旦
ミ
帖
⑦
ミ
鴨
ミ
終
ト
ミ
詳
ミ
嵩
O
詮
ミ
§
蔚

　
　
さ
ミ
山
伝
朗
鴨
鴇
ミ
蹟
ミ
㌔
帖
謡
少
目
N
e
黛
ミ
鼻
b
鳴
ミ
ミ
織
越
㌔
ミ
側
風
さ
ミ
臣
下

　
　
恥
亀
肺
O
§
職
G
o
袋
隷
§
ミ
こ
」
塁
Q
Q
I
N
亀
恥
（
多
多
8
「
”
費
π
ω
＞
O

　
　
勺
⊆
σ
浮
讐
δ
霧
レ
⑩
㊤
ω
）
■
b
・
O
Q
■

（
7
）
国
興
。
囚
．
9
Φ
貸
．
．
固
目
ω
国
巴
《
軍
8
①
Φ
同
ρ
．
．
ぽ
肉
ミ
ミ
§
（
言
器
峯

　
　
6
ω
o
Q
）
噛
ヨ
8
「
o
白
日
q
・
8
語
0
9
。
叶
H
日
ヨ
一
讐
四
ぼ
。
⇔
出
『
8
員
幻
①
ω
①
蝉
『
o
げ
O
Φ
亭

　
　
け
①
「
（
H
目
謁
0
）
．
q
旺
く
Φ
『
ω
詳
《
o
h
］
〈
【
蹄
5
①
。
り
。
け
鉾
ζ
ぼ
障
Φ
四
〇
〇
房
’
ζ
ぎ
昌
Φ
ω
o
け
卑

（
8
）
§
9
ミ
、
、
晶
ミ
ミ
％
ミ
蕊
ミ
罫
寒
、
o
帖
ミ
§
窺
遂
b
亀
．
免
◎
O
導
冨
蕊
ミ
戸
口
、
－

　
　
旨
遷
庶
翌
碁
自
国
蓋
ミ
S
騎
鮎
ミ
鳴
ミ
鴨
ミ
§
郎
ミ
範
薗
ミ
、
G
評
跨
討
き
㌔
鴨
謡
隷
捲
㍗

　
　
㌣
亀
謡
魁
鼻
鳶
ミ
鴨
壁
殿
§
器
≦
の
Φ
魁
Φ
篇
一
二
。
口
■
O
げ
Φ
ω
叶
Φ
き
℃
〉
＜
O
財
昌
ω
℃
Φ
昌
－

　
　
o
臼
」
㊤
ω
O
o
■
P
匿
■

（
9
）
幻
。
げ
Φ
葺
円
冒
。
訴
8
¶
、
、
〉
α
酔
①
ω
ω
。
h
＞
8
8
け
磐
8
0
h
ζ
o
巨
B
①
彗
即
？

　
　
ω
①
三
①
匹
σ
矯
9
①
℃
Φ
o
見
①
o
団
什
げ
Φ
幻
Φ
O
ロ
げ
賜
o
o
h
閃
肺
門
聲
α
■
．
．
O
げ
Φ
o
ワ
撤
具

　
　
勺
Φ
目
ω
赴
く
壁
巡
（
一
当
p
Φ
卜
⊃
O
響
一
㊤
ω
O
o
）
、
国
頃
℃
し
d
o
×
罷
9
司
U
即
身
σ
．

（
1
0
）
こ
の
神
話
は
、
〈
明
白
な
る
宿
命
〉
の
主
要
な
推
進
論
者
の
ひ
と
り
、
ジ

　
　
ョ
ン
・
L
・
オ
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
「
八
三
九
年
に
発
表
し
た
「
未
来
の
偉
大

　
　
な
る
国
家
」
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
。
「
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
限
界
な
き

　
　
未
来
と
は
、
ア
メ
リ
カ
が
偉
大
さ
を
勝
ち
え
た
時
代
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
未
来
と
い
う
壮
大
な
る
時
間
と
空
間
の
領
域
の
な
か
で
、
数
あ
る
国
家
の

　
　
う
ち
で
も
ア
メ
リ
カ
の
み
が
、
神
聖
な
る
原
理
の
優
越
性
を
人
類
に
明
示

　
　
せ
よ
と
運
命
づ
け
ら
れ
、
至
高
の
高
み
一
〈
聖
な
る
も
の
〉
に
し
て

　
　
〈
真
な
る
も
の
〉
一
を
崇
拝
す
る
た
め
に
捧
げ
ら
れ
る
、
も
っ
と
も
高

　
　
貴
な
る
聖
堂
を
地
上
に
建
て
ん
こ
と
を
宿
命
と
さ
れ
た
の
だ
。
そ
の
聖
堂

　
　
の
床
敷
き
は
全
世
界
の
半
分
の
大
地
と
な
り
、
そ
の
天
井
は
星
を
ち
り
ば

　
　
め
た
蒼
宥
の
天
界
と
な
り
、
そ
の
会
衆
は
多
く
の
共
和
国
が
集
う
ひ
と
つ

　
　
の
ユ
ニ
オ
ン
と
な
ろ
う
。
そ
こ
に
は
幾
百
万
も
の
幸
福
な
入
び
と
が
寄
り

　
　
添
い
、
地
上
に
平
伏
す
べ
き
主
人
は
な
く
、
平
等
と
い
う
神
の
定
め
た
る

　
　
自
然
か
つ
道
徳
の
法
則
が
支
配
す
る
の
み
で
あ
る
」
。
』
o
巨
炉

　
　
○
．
し
。
巳
に
く
窪
噂
．
、
日
げ
Φ
O
「
①
9
。
什
2
固
口
。
ロ
o
h
勾
¢
巳
困
詫
質
、
．
5
日
ロ
。
ヨ
騨
。
っ
O
唱
砂
学

　
　
興
ω
o
戸
Φ
α
．
．
§
o
、
℃
こ
ミ
鴨
ミ
肋
ミ
臥
ミ
ミ
跨
犠
篭
ぎ
羨
門
蕊
、
o
欺
亀
㌔
b
8
寧

　
　
ミ
§
融
織
ミ
職
肉
毯
e
騎
■
b
の
く
2
の
’
（
い
Φ
巴
口
讐
。
員
ζ
器
ω
　
出
①
p
9
レ
㊤
o
o
O
）
噌
く
。
一

　
　
ド
P
卜
Q
O
卜
⊃
’

（
H
）
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
ホ
ー
ス
マ
ン
は
、
政
治
思
想
の
分
野
に
お
い
て
一
八
四
〇

　
　
年
代
ま
で
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
．
ソ
ニ
ズ
ム
の
意
味
が
、
共
和
国
各
制
度
の
発

　
　
展
を
史
的
に
理
解
す
る
た
め
の
研
究
視
点
か
ら
、
自
己
統
治
の
能
力
を
生

と
こ
るす

記登へ

　
者他
く

に切適
を　

史民
国く
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来
的
に
備
え
た
唯
｝
の
入
玉
と
し
て
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
人
の
優
越
性
を

　
　
誇
示
す
る
本
質
主
義
的
な
定
義
へ
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
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巴
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閏
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①
臼
讐
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沁
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口
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謎
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賊
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恥
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．
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げ
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∴
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蔓
℃
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町
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ご
蕊
S
笥
ミ
ミ
旧
訓
ミ
ミ
筑
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蕊
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ロ
．
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ω
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層
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貫
一
ロ
巴
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磐
曽
匹
島
同
⑦
ω
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日

　
　
α
①
嵩
〈
興
Φ
α
竃
柔
く
5
葭
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㊤
ω
Q
o
餌
叶
ζ
簿
く
ロ
舘
9
ζ
器
ω
．
）
層

（
1
3
）
、
．
》
伽
曾
Φ
ω
ω
σ
団
U
o
o
8
「
国
’
菊
ロ
α
o
咤
≦
層
出
9
ω
昼
閃
ぎ
営
9
】
≦
一
肩
ω
叶
興
o
h

　
　
閃
。
「
①
一
讐
〉
南
臥
門
o
D
噛
．
．
国
国
℃
じ
u
O
×
一
ω
◎
閃
U
円
匡
σ
．

（
1
4
）
囚
塁
ヨ
。
巳
芝
．
≦
輿
α
q
Φ
ぎ
’
．
、
ω
巴
0
8
8
印
日
8
①
戸
国
實
崎
匹
口
蓋
ω
げ
－

　
　
〉
日
①
ユ
R
5
山
尻
8
ユ
磐
．
、
ぼ
⑦
職
ミ
ミ
ミ
勉
袋
袋
師
ま
晦
ミ
職
。
謁
（
↓
ロ
「
屏
F
o
り
蔚
8
．

　
　
一
巴
の
口
口
ω
ぎ
ω
戊
8
亘
酢
口
）
」
O
O
o
刈
口
ρ
ω
一
し
Q
I
Q
O
■

（
1
5
）
℃
ロ
巨
δ
肉
Φ
ω
o
当
石
o
P
口
。
．
一
〇
卜
⊃
’
至
言
O
o
コ
ゆ
q
お
ω
o
。
（
＝
．
旨
即
Φ
。
ワ
．
お
O
）
．

（
1
6
）
、
．
U
Φ
冨
薯
霞
。
⇒
Q
り
¢
o
日
巴
臥
ω
け
①
昌
ζ
ロ
一
ω
8
9
。
O
ρ
属
凸
山
㊤
臼
’
Z
Φ
≦
属
。
爵
．

　
　
ω
＜
＜
o
り
評
⊆
巨
卜
⊃
㊤
O
．
」
①
ω
◎
．
．
Q
o
巴
。
ヨ
。
口
H
一
R
5
鵠
Φ
謎
勺
p
o
O
費
ω
響
H
閏
菊
Ω

（
1
7
）
ζ
Φ
ζ
5
0
国
。
員
、
、
一
Φ
ω
○
。
U
Φ
幣
≦
霞
①
↓
霞
8
9
Φ
屋
q
　
国
ω
δ
匪
ω
三
口
㎝
q
蝉

　
　
閃
冒
巳
ω
汀
勺
困
①
ω
①
口
。
①
簿
臼
Φ
ω
O
O
夢
〉
目
巳
く
霞
ω
9
0
「
団
O
Φ
δ
σ
茜
口
。
ロ
．
．
言

　
　
〉
ロ
＜
o
閑
。
の
嘗
壁
Φ
口
①
9
勲
試
ミ
忠
ミ
ミ
N
W
筑
耐
§
ム
ミ
鴨
識
ら
“
（
↓
ロ
N
評
臼

　
　
H
づ
ω
口
ε
け
Φ
o
h
＝
『
8
同
ざ
O
Φ
β
Φ
同
二
値
6
8
憂
噛
q
重
く
Φ
同
ω
詳
団
o
h
日
口
「
吋
ロ
、

　
　
6
Φ
O
）
’
P
ω
ω
■

（
1
8
）
こ
れ
ま
で
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
三
百
年
記
念
祭
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
か

　
　
な
り
以
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
ド
系
ア
メ
リ
カ
人
に
た
い

　
　
し
、
フ
ィ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
の
祝
祭
参
加
へ
の
準
備
は
、
ど
ん
な
に
早
く

　
　
て
も
一
九
三
六
年
始
め
か
ら
着
手
さ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
　
そ
の
結
果
た
っ
た
二
年
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
祝
祭
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
で
き
た
の
は
、
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
本
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
に
呼
応

　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
し
た
ア
メ
リ
カ
国
内
の
フ
ィ
ン
人
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
　
一
形
成
た
め
の
強
引
な
祝
祭
参
加
運
動
の
結
果
し
と
い
う
い
さ
さ
か
強
引

　
　
な
説
明
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
回
筆
者
が
、
エ
ミ
ル
・
E
・
フ

　
　
ル
ヤ
の
書
簡
を
調
査
し
た
結
果
、
〈
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
ン
人
〉
が
計
画
す

　
　
る
の
と
は
別
に
、
一
九
三
〇
年
代
は
じ
め
、
遅
く
と
も
一
九
三
三
年
ま
で

　
　
に
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
本
国
か
ら
内
密
に
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
と
の
み
祝

　
　
祭
行
事
を
行
う
計
画
が
綿
密
に
た
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ペ

　
　
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
知
事
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
州
選
出
の
議
会
議
員
と

　
　
フ
ィ
ン
系
ア
メ
リ
カ
人
と
の
親
密
さ
の
原
点
に
は
、
エ
ミ
ル
・
E
・
フ
ル

　
　
ヤ
が
一
九
三
七
年
よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
築
き
あ
げ
て
い
た
個
人
的
な

　
　
関
係
と
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
の
根
回
し
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
9
）
、
、
ピ
Φ
僻
霞
o
h
冒
ず
う
Q
o
き
鼠
8
国
ヨ
一
一
国
霞
寅
＞
O
【
卜
⊃
N
6
ω
8
．
．
国
寓
勺
¢
d
o
図

　
　
一
ω
○
○
’
閃
O
即
ピ
一
σ
．

（
2
0
）
Ω
8
畠
蹄
。
日
ζ
唇
≧
δ
口
。
｛
℃
魯
碁
譜
く
き
一
9
¶
、
．
閏
貯
ω
叶
℃
①
「
日
碧
Φ
茸
ω
Φ
叶
－

　
　
色
Φ
日
Φ
算
．
冒
O
①
冨
≦
胃
Φ
拓
く
①
「
＜
巴
δ
累
．
．
（
幻
8
0
「
叶
8
臼
。
o
o
o
ヨ
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暑
く
ψ
｝
．

　
　
幻
。
ω
］
ω
9
刈
釦
9
0
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昌
昌
①
ω
ω
一
ω
酢
ω
Φ
ω
ω
δ
P
幻
Φ
O
o
安
野
。
．
目
ω
日
）
．

（
2
1
）
H
σ
置
■

（
2
2
）
H
σ
霞
’

〔
2
3
）
H
σ
己
．

（
2
4
）
フ
ィ
ン
系
ア
メ
リ
カ
入
の
議
会
工
作
と
あ
わ
せ
て
、
ス
ウ
ェ
ー
ド
系
ア
メ

　
　
リ
カ
人
の
側
か
ら
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
知
事
や
、
新
聞
・
定
期
出
版
物
な
ど

　
　
の
出
版
元
に
圧
力
が
か
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ジ
ョ

　
　
ン
・
サ
ー
リ
は
以
下
の
よ
う
な
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　
　
と
フ
ィ
ン
人
に
た
い
し
て
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
河
流
域
最
初
の
入
植
三
百
周
年

　
　
記
念
祭
へ
の
参
加
要
請
を
し
な
い
よ
う
に
圧
力
を
加
え
る
こ
と
は
、
入
植

　
　
に
際
し
フ
ィ
ン
人
た
ち
が
担
っ
た
、
役
割
と
歴
史
と
を
無
視
す
る
ば
か
り

　
　
か
、
フ
ィ
ン
人
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
へ
の
甚
だ
し
い
差
別
待
遇
で
あ
る
、
と

o
o
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わ
た
し
は
考
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
侮
辱
で
は
な
い
に
せ
よ
、

　
　
フ
ィ
ン
入
を
軽
ん
じ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
L
。
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．
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冒
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H
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一
．
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
四
地
域
で
は
、
主
に
デ
ン
マ
ー

　
　
ク
と
の
間
に
激
し
い
領
有
権
争
い
が
続
い
て
い
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国

　
　
が
確
定
的
に
こ
れ
ら
の
地
域
を
領
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
カ
ー
ル

　
　
十
世
が
対
デ
ン
マ
ー
ク
戦
争
に
勝
利
す
る
こ
と
で
締
結
し
た
一
六
五
八
年

　
　
の
ロ
ス
キ
レ
条
約
以
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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（
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7
）
こ
の
「
戦
争
負
債
」
と
い
う
言
葉
は
米
．
国
民
の
も
つ
イ
メ
ー
ジ
に
た
い
し
、

　
　
あ
る
種
の
魔
力
を
持
ち
、
そ
の
返
済
履
行
は
、
　
一
般
の
「
負
債
」
返
済
の

　
　
場
合
よ
り
も
、
高
潔
な
、
神
話
的
な
逸
話
を
生
み
や
す
か
っ
た
。
フ
ィ
ン

　
　
ラ
ン
ド
の
負
債
返
済
に
関
す
る
神
話
的
伝
説
は
、
一
九
三
九
年
十
二
月
に

　
　
勃
発
し
た
「
冬
戦
争
」
（
第
一
次
ソ
連
1
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
戦
争
）
時
に
、

　
　
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
合
衆
国
の
各
メ
デ
ィ
ア
に
引
用
さ
れ
、
フ
ィ
ン
ラ

　
　
ン
ド
に
向
け
て
の
大
き
な
同
情
を
集
め
た
。
た
だ
し
、
そ
の
あ
ま
り
の

　
　
〈
神
話
〉
の
大
き
さ
に
、
米
国
民
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
対
す
る
評
価
を
過

　
　
剰
だ
と
主
張
す
る
研
究
者
ま
で
も
登
場
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
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参
照
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